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補足説明資料④-21

フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震



（浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピン海プレート）
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第482回
資料2-1 p.56一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

○浜岡原子力発電所は、フィリピン海プレートが沈み込む領域のうち、地震調査委員会(2009)による領域１（南海トラフ沿い）
の東端に位置する。

○フィリピン海プレートでは、九州・パラオ海嶺を境として形成年代の異なる海盆が沈み込み、この海嶺より東側には若い四国海盆
が、西側には古い西フィリピン海盆が沈み込んでいる。

○領域１（南海トラフ沿い）は四国海盆が沈み込む領域（東海～紀伊～四国）に位置し、プレートの特徴が類似している。
また、領域１（南海トラフ沿い）の西端は、四国海盆と九州・パラオ海嶺の間に位置する遷移帯と概ね一致し、その以西では
プレートの特徴が変化している。

＜震源を予め特定しにくい地震の地域区分＞
（地震調査委員会(2009)に敷地位置、

領域の説明、赤い四角を加筆）

浜岡原子力発電所

＜フィリピン海プレートの海底地形＞
（地震調査研究推進本部HPに赤い四角を加筆）

フィリピン海プレート
（領域１：南海トラフ沿い）

＜フィリピン海プレートの構造変化＞
（地震調査委員会(2013)に赤い四角を加筆）

＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

浜岡原子力発電所の下に沈み込むフィリピン海プレート



○海洋プレート内地震の地震動評価において、上記に示す構造の特徴は敷地周辺の地震活動に含まれており、この地震活動（震源鉛直分布
等）を踏まえて、地震発生層の幅等の海洋プレートの特徴を整理している（補足説明資料④-24参照） 。

沈み込んだ海嶺

○高橋(1997)、Kodaira et al.(2008)他により、伊豆・小笠原島弧で大陸性の特徴を有する中部地殻の存在が示され、伊豆弧の西側に北東－
南西の走向を持って存在する海嶺（背弧雁行海山群）でも、同様に中部地殻の存在が示されている。

○Kodaira et al.(2004)他によれば、敷地が位置する遠州灘周辺において沈み込んだ海嶺が示されており、遠州灘周辺における沈み込むフィリピン
海プレートの構造としては、大陸性の特徴を有する中部地殻が沈み込んでいると考えられる。

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所
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第482回
資料2-1 p.41一部修正

＜遠州灘のP波速度構造（Kodaira et al(2009)に敷地位置、沈み込んだ海嶺の位置を加筆＞

＜遠州灘の震源鉛直分布（弘瀬・他(2007)に敷地位置、矢印を加筆＞

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・下段箱書き「前述のとおり、 」を削除。

＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

浜岡原子力発電所の下に沈み込むフィリピン海プレート



○海洋プレート内地震は、海洋プレート内部で発生する地震のうち、海溝軸付近ないしそのやや沖合で発生する沈み込む海洋
プレート内地震と海溝軸付近から陸側で発生する沈み込んだ海洋プレート内地震（スラブ内地震）の２種類に分けられる。

【敷地周辺で発生した
沈み込む海洋プレート内地震の
代表的な地震】
⇒2004年紀伊半島南東沖の地震
（本震M7.4、前震M7.1、余震M6.5）

【敷地周辺で発生した
沈み込んだ海洋プレート内地震の
代表的な地震】
⇒2009年駿河湾の地震（本震M6.5）

フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）
（地震調査委員会(2009)による）

＜近年発生した主な地震の震央分布（M6.5以上）＞

2004年紀伊半島南東沖の地震

2009年駿河湾の地震

浜岡原子力発電所
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第253回
資料2-1 p.10一部修正＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

敷地周辺で発生した代表的な地震

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



（沈み込む海洋プレート内地震の代表的な地震）

【沈み込む海洋プレート内地震：2004年紀伊半島南東沖の地震（本震M7.4、前震M7.1、余震M6.5）】
○震源インバージョン等の結果によると、前震と本震の断層面は互いに共役の関係にあり、前震は北側傾斜、本震は南側
傾斜であったと解釈されている。また、本震の断層面の上端付近にはすべり量の大きな場所が認められる。

○短周期レベルについては、M0－A関係によると、本震、前震及び余震とも、壇・他(2001)による経験式と同程度であり、
内陸地殻内地震の平均的なレベルであったと評価されている。

●○：芝・他(2007)

○：池田(2005)

余震
前震

本震

本震前震

壇・他(2001)の経験式

・芝・他(2007)の結果に池田(2005)の結果を加筆。

＜2004年紀伊半島南東沖の地震のM0－A関係＞

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の震源インバージョン結果＞
（Park et al.(2005)による）

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の断層面＞
（芝・他(2007)による）
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第253回
資料2-1 p.11一部修正＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

沈み込む海洋プレート内地震の代表的な地震

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



【沈み込んだ海洋プレート内地震：2009年駿河湾の地震（本震M6.5）】
○2009年駿河湾の地震の余震分布の推定結果によると、南部と北部で走向・傾斜角が異なり、震源インバージョンの結果によると、
それぞれの断層面にすべり量の大きな場所が認められる。

＜2009年駿河湾の地震の余震分布＞
（防災科学技術研究所による）

＜2009年駿河湾の地震（本震）の震源インバージョン結果＞

・2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性の詳細は、補足説明資料④-22参照。

鈴木・他(2009)

横田・他(2009)

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 317

第253回
資料2-1 p.12一部修正＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

沈み込んだ海洋プレート内地震の代表的な地震

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



【沈み込んだ海洋プレート内地震：2009年駿河湾の地震（本震M6.5）】
○2009年駿河湾の地震（本震）は浅いスラブ内地震であり、その短周期レベルについては、既往の特性化震源モデルの他、
当社が作成した特性化震源モデルを対象とした、M0－A関係によると、深いスラブ内地震より小さめではあるが、壇・他(2001)

による経験式より大きく、高周波地震動を励起しやすいスラブ内地震の特徴を示している。

・2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性の詳細は補足説明資料④-22参照。

川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

中部電力(本検討)

＜2009年駿河湾の地震（本震）のM0－A関係＞
＜経験的グリーン関数法による

2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源モデル＞
（当社作成）

 

アスペリティ１

アスペリティ２

余震１

余震３

面積 地震モーメント 応力降下量

アスペリティ１ 13.0 km2 6.80×1017 Nm 35.7 MPa

アスペリティ２ 23.0 km2 1.20×1018 Nm 27.5 MPa

アスペリティ＝強震動生成域
・地震モーメントは2.25×1018Nm(F-net)、4.6×1018Nm(鈴木・他(2009))を用いる。
・笹谷・他(2006)に加筆。

北海道東部のプレート間地震

北海道東部のスラブ内地震
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資料2-1 p.13一部修正＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

沈み込んだ海洋プレート内地震の代表的な地震

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○地震規模の検討に際して、海洋プレート内地震は内陸地殻内地震やプレート間地震に比べ短周期地震波の励起が大きいため、主に内陸地殻内地震の
地震規模を推定するために用いられてきた従来の手法を海洋プレート内地震の歴史地震に適用すると、地震規模は過大に評価される可能性がある。

○そこで、神田・武村(2013)等では、地域的な距離減衰特性や観測地点の揺れ易さを考慮した海洋プレート内地震の特性を検討し、フィリピン海プレートで
発生した海洋プレート内地震の歴史地震について地震規模を再評価している。

＜分析に用いるスラブ内地震の震央分布＞ ＜マグニチュードに対する距離で補正した震度＞

59.336.1log37.4  JMXI

作成した震度距離減衰式

1855年遠州灘の地震の震度分布（M=7.0～7.5）
（宇佐美（2010）による）

＜東海域の震度観測点の相対震度Ir＞ ＜地盤増幅率により補完した相対震度Ir分布＞

震度距離減衰

宇佐美（2010）の震度分布に
相対震度を考慮した補正震度を
ターゲットとし、作成した震度距離
減衰式を用いてMを再推定

＜地震規模の再評価の例＞
（1855年遠州灘の地震）

M7.0

地震規模の再評価の概要（神田・武村(2013)による）
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第482回
資料2-1 p.57再掲

J-SHISに基づく
地 盤 増 幅 率
（Vs400m/s

以浅）により、
観測点間の相
対震度を補完

＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

地震規模（領域１：南海トラフ沿い）



＜フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）で発生した主な海洋プレート内地震の地震規模＞

○：歴史地震の再評価M

○：近年発生した地震の気象庁M

フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）
（地震調査委員会(2009)による）

沈み込んだ海洋プレート内地震

沈み込む海洋プレート内地震

○フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ
沿い）を対象として、神田・武村(2013)等
による歴史地震の地震規模の再評価結果
に気象庁による近年発生した主な地震の
地震規模を加えて、海洋プレート内地震の
地震規模について検討する。

【沈み込んだ海洋プレート内地震】
○敷地に近い地震として、1589年駿河・遠江
の地震及び1686年遠江・三河の地震及び
2009年駿河湾の地震（本震）の規模は
M6.6～6.7となっており、敷地から200km程
度離れているが、1819年伊勢・美濃・近江
の地震及び1899年紀伊半島南東部の地
震の規模はM6.9となっている。
また、1854年安政東海地震の最大余震で
ある1855年遠州灘の地震の規模はM7.0と
なっている。

【沈み込む海洋プレート内地震】
○敷地に比較的近い地震はこれまで知られて
おらず、敷地から200km程度離れているが、
2004年紀伊半島南東沖の地震（本震）
の規模はM7.4となっている。 ・1855年遠州灘の地震は、1854年安政東海地震の最大余震であり、プレート間地震と考えられるが、有感範囲が広く、震源近傍の地点

では震度Ⅶとなっており、震源が敷地に比較的近いことを踏まえ、神田・武村(2013)において海洋プレート内地震として再評価された地震
規模を示す。

浜岡原子力発電所
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資料2-1 p.58一部修正＜補足説明資料④-21 フィリピン海プレートで発生した海洋プレート内地震＞

地震規模（領域１：南海トラフ沿い）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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補足説明資料④-22

2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性



・発生日時：2009年8月11日5時7分
・地震諸元
地震規模：マグニチュード6.5

震央位置：北緯34度47.1分，東経138度29.9分
震源深さ：23km

発震機構：横ずれ成分を持つ逆断層
（圧力軸は北北東－南南西方向）

・浜岡原子力発電所との距離
震央距離：37.0km

震源距離：43.5km

・各地の震度
震度６弱：伊豆市、焼津市、牧之原市、御前崎市
震度５強：東伊豆町、松崎町、西伊豆町、伊豆の国市、

富士宮市、静岡駿河区、静岡葵区、
静岡清水区、袋井市、菊川市

震度５弱：泰阜村、下田市、河津町、南伊豆町、函南町、
沼津市、長泉町、島田市、藤枝市、吉田町、
磐田市、掛川市

震央

30km
50km

浜岡原子力発電所

震源メカニズム

○2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性について、震源断層面、震源インバージョン、特性化震源モデル等の研究が行われ
ている。

○これらの研究成果を参考として、経験的グリーン関数法を用いて特性化震源モデルを作成し、2009年駿河湾の地震（本震）の
震源特性について検討する。

＜2009年駿河湾の地震（本震）の震央位置及び震源メカニズム＞

入射角：20°（レイトレーシング解析結果に基づく）
方位角：N60E

第253回
資料2-2 p.3一部修正＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

検討概要
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（気象庁による）



既往研究（震源断層面）

○2009年駿河湾の地震の余震分布によると、震源断層面は南部と北部で走向・傾斜角が異なり、南部は南傾斜50°程度
の断層面、北部は北東傾斜35°程度の断層面とされている。

＜2009年駿河湾の地震の余震分布＞
（防災科学技術研究所HPによる）

第253回
資料2-2 p.4一部修正

＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

既往研究
（震源断層面）

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 323・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○2009年駿河湾の地震（本震）の震源インバージョンの結果によると、いずれも南部の断層面と北部の断層面のそれぞれに
すべり量の大きな場所が認められる。

○地震モーメントはF-netによる地震モーメント2.25×1018Nm（Mw6.2）より大きな値として推定されている。

＜鈴木・他(2009)＞ ＜横田・他(2009)＞ ＜上野・他(2009)＞

震源インバージョン結果 地震モーメント 最大すべり量

鈴木・他(2009) 4.6×1018Nm（Mw6.4） 0.83 m

横田・他(2009) 4.5×1018Nm（Mw6.4） 約1.2m

上野・他(2009) 4.8×1018Nm（Mw6.4） 約1.0m

F-net（参考） 2.25×1018Nm（Mw6.2） －

第253回
資料2-2 p.5一部修正

＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

既往研究
（震源インバージョン）

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 324・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



既往研究（特性化震源モデル）

○2009年駿河湾の地震（本震）の経験的グリーン関数法による特性化震源モデルによると、いずれも南部の断層面と北部の
断層面のそれぞれにアスペリティが１つずつ配置されている。

特性化震源モデル アスペリティ 面積 応力降下量

川辺・他(2009)
アスペリティ１（南部） 25.0km2 15.0 MPa

アスペリティ２（北部） 25.0km2 15.0 MPa

倉橋・他(2009)
アスペリティ１（南部） 16.2km2 16.7 MPa

アスペリティ２（北部） 45.0km2 17.6 MPa

浅野・岩田(2010)
アスペリティ１（南部） 13.0km2 35.7 MPa

アスペリティ２（北部） 23.0km2 27.5 MPa

地域地盤環境
研究所(2010)

アスペリティ１（南部） 16.0km2 45.4 MPa

アスペリティ２（北部） 31.4km2 21.1 MPa

＜川辺・他(2009)＞

＜倉橋・他(2009)＞ ＜浅野・岩田(2009)＞

＜地域地盤環境研究所(2010)＞
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

既往研究
（特性化震源モデル）
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川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

○地震モーメントと短周期レベルとの関係（M0-A関係）によると、2009年駿河湾の地震（本震）の短周期レベルは、深いスラブ内
地震よりやや小さめではあるが、高周波地震動を励起しやすいスラブ内地震の特徴を示している。

＜壇・他(2001)による地震モーメントと短周期レベルとの関係＞
（壇・他(2001)に各文献の地震モーメント－短周期レベル関係を加筆）

＜笹谷・他(2006)による地震モーメントと短周期レベルとの関係＞
（笹谷・他(2006)に各文献の地震モーメント－短周期レベル関係を加筆）

地震モーメント Mw

F-net 2.25×1018Nm 6.2

鈴木・他(2009) 4.6×1018Nm 6.4

○ 北海道東部のプレート間地震 ● 北海道東部のスラブ内地震
実線は壇・他（2001）による短周期レベルと地震モーメントの経験的な関係式
波線は、その関係式の２倍と１／２倍を示す

川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

既往研究
（特性化震源モデル（地震モーメントと短周期レベルとの関係））
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川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

○地震モーメントとアスペリティ面積との関係（M0-Sa関係）によると、2009年駿河湾の地震（本震）のアスペリティ面積は、

スラブ内地震としては大きく、内陸地殻内地震と同程度である。

□ 内陸地殻内地震
●▲ スラブ内地震

Somerville et al.(1999)による
内陸地殻内地震の関係

Asano et al.(2003)による
スラブ内地震の関係

地震モーメント Mw

F-net 2.25×1018Nm 6.2

鈴木・他(2009) 4.6×1018Nm 6.4
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

既往研究
（特性化震源モデル（地震モーメントとアスペリティ面積との関係））
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＜Asano et al.(2003)による地震モーメントとアスペリティ面積との関係＞
（Asano et al.(2003)に各文献の地震モーメントーアスペリティ面積関係を加筆）



＜余震①の加速度時刻歴波形＞
（3G1、 4G1、5G1）

＜余震③の加速度時刻歴波形＞
（3G1、 4G1、5G1）
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発生日時 Mj 地震モーメント 応力降下量

余震① 2009.8.11  18:09 4.4 2.08×1015Nm 2.9 MPa

余震③ 2009.8.13  18:11 4.5 3.90×1015Nm 2.9 MPa

＜特性化震源モデルの位置＞
（当社作成）

NS

EW

UD

NS

EW

UD

＜特性化震源モデルの震源パラメータ＞ ＜要素地震の震源パラメータ＞

 

アスペリティ１

アスペリティ２

余震１

余震３

○経験的グリーン関数法を用いて、敷地内、敷地周辺、広域の観測記録を再現する2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源

モデルを作成する。

・ 特性化震源モデルの作成に際して、既往の研究成果を参考とする。

・ 南部（アスペリティ１）は南傾斜68°の断層面、北部（アスペリティ２）は北東傾斜37°の断層面とする。

・ 経験的グリーン関数法に用いる要素地震について、アスペリティ１には余震①を、アスペリティ２には余震③を用いることとし、敷地

内は解放基盤表面相当深さの観測記録（3G1・4G1・5G1, E+F）、敷地周辺は地表観測記録を用いる。

面積 地震モーメント 応力降下量

アスペリティ１ 13.0 km2 6.80×1017 Nm 35.7 MPa

アスペリティ２ 23.0 km2 1.20×1018 Nm 27.5 MPa
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（検討概要）
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○敷地内の3G1観測点において、経験的グリーン関数法による2009年駿河湾の地震（本震）のシミュレーション結果は、

特に大きなパルス波が見られたPEW方向で観測記録を再現している。

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（3G1）＞
（上図：加速度時刻歴波形、下図：応答スペクトル）

シミュレーション

観測記録

シミュレーション

観測記録

シミュレーション

観測記録

シミュレーション
観測記録

シミュレーション
観測記録

シミュレーション
観測記録

（PNS方向） （PEW方向） （UD方向）
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（敷地内（3G1）のシミュレーション）
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○敷地内の4G1観測点において、経験的グリーン関数法による2009年駿河湾の地震（本震）のシミュレーション結果は、

特に大きなパルス波が見られたPEW方向で観測記録を再現している。

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（4G1）＞
（上図：加速度時刻歴波形、下図：応答スペクトル）

シミュレーション

観測記録

シミュレーション
観測記録

シミュレーション

観測記録

シミュレーション

観測記録

Max=232.0

Max=183.4

シミュレーション
観測記録

シミュレーション
観測記録
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（敷地内（4G1）のシミュレーション）
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（PNS方向） （PEW方向） （UD方向）



○敷地内の5G1観測点において、経験的グリーン関数法による2009年駿河湾の地震（本震）のシミュレーション結果は、

特に大きなパルス波が見られたPEW方向で観測記録を再現している。

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（5G1）＞
（上図：加速度時刻歴波形、下図：応答スペクトル）

シミュレーション

観測記録

シミュレーション
観測記録

シミュレーション

観測記録

シミュレーション

観測記録

Max=304.7

Max=314.5

シミュレーション
観測記録

シミュレーション
観測記録

Max=211.7

Max=108.2

Max=112.9

Max=94.6
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（敷地内（5G1）のシミュレーション）
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（PNS方向） （PEW方向） （UD方向）



電中研相良
（CRIEPI-SGR）

電中研比木
（CRIEPI-HIK）

電中研御前崎
（CRIEPI-OMZ）

 

敷地周辺観測点

地震研御前崎
（ERI-OMZ）

K-NET浜岡
（SZO017）

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（敷地周辺）＞
（左図：加速度時刻歴波形、右図：応答スペクトル）

経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果 観測記録

NS EW

NS EW

NS EW

NS EW

NS EW
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（敷地周辺観測点のシミュレーション）

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 332・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

○敷地周辺の観測点にお

いて、経験的グリーン関

数法による2009年駿河

湾の地震（本震）のシ

ミュレーション結果は観測

記録を概ね再現している。



○広域観測点①において、

経験的グリーン関数法に

よる2009年駿河湾の地

震（本震）のシミュレー

ション結果は観測記録を

概ね再現している。

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（広域①）＞
（左図：加速度時刻歴波形、右図：応答スペクトル）

K-NET静岡
（SZO014）

KiK-net清水南
（SZOH43）

K-NET蒲原
（SZO012）

K-NET沼津
（SZO008）

NS EW

NS EW

NS EW

NS EW

NS EW
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（広域観測点①のシミュレーション）
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経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果 観測記録

 

広域観測点①
KiK-net藤枝
（SZOH36）



○広域観測点②において、

経験的グリーン関数法に

よる2009年駿河湾の地

震（本震）のシミュレー

ション結果は観測記録を

概ね再現している。

＜経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果と観測記録との比較（広域②）＞
（左図：加速度時刻歴波形、右図：応答スペクトル）

K-NET修善寺
（SZO007）

K-NET土肥
（SZO006）

K-NET西伊豆
（SZO027）

KiK-net南伊豆
（SZOH41）

K-NET南伊豆
（SZO004）
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（広域観測点②のシミュレーション）
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経験的グリーン関数法によるシミュレーション結果 観測記録

 

広域観測点②



川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

中部電力(本検討)

川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

中部電力(本検討)

○本検討における特性化震源モデルの短周期レベルは、既往の研究成果と概ね整合している。

地震モーメント Mw

F-net 2.25×1018Nm 6.2

鈴木・他(2009) 4.6×1018Nm 6.4

○ 北海道東部のプレート間地震 ● 北海道東部のスラブ内地震
実線は壇・他（2001）による短周期レベルと地震モーメントの経験的な関係式
波線は、その関係式の２倍と１／２倍を示す
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（既往研究との比較（地震モーメントと短周期レベルとの関係））
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＜笹谷・他(2006)による地震モーメントと短周期レベルとの関係＞
（笹谷・他(2006)に各文献・当社作成モデルの
地震モーメント－短周期レベル関係を加筆）

＜壇・他(2001)による地震モーメントと短周期レベルとの関係＞
（壇・他(2001)に各文献・当社作成モデルの
地震モーメント－短周期レベル関係を加筆）



川辺・他(2009) 倉橋・他(2009)

浅野・岩田(2010) 地域地盤環境研究所(2010)

中部電力(本検討)

（既往研究との比較（地震モーメントとアスペリティ面積との関係））

□ 内陸地殻内地震
●▲ スラブ内地震

Somerville et al.(1999)による
内陸地殻内地震の関係

Asano et al.(2003)による
スラブ内地震の関係

＜Asano et al.(2003)による地震モーメントとアスペリティ面積との関係＞
（Asano et al.(2003)に各文献・当社作成モデルの地震モーメントーアスペリティ面積関係を加筆）

地震モーメント Mw

F-net 2.25×1018Nm 6.2

鈴木・他(2009) 4.6×1018Nm 6.4

○本検討における特性化震源モデルのアスペリティ面積は、既往の研究成果と概ね整合している。
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＜補足説明資料④-22 2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性＞

経験的グリーン関数法による特性化震源モデルの作成
（既往研究との比較（地震モーメントとアスペリティ面積との関係））
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補足説明資料④-23

スラブ内地震の短周期地震波の励起特性



○スラブ内地震は内陸地殻内地震やプレート間地震に比べ、応力降下量及び短周期レベルが大きいため、短周期地震波の
励起特性も大きい。

○Asano et al.(2004)、浅野・岩田(2010)では、フィリピン海プレート及び太平洋プレートで発生したスラブ内地震を対象として、
複数の特性化震源モデル等に基づく強震動生成域の応力降下量と震源深さとの関係を検討している。

○その結果によると、震源深さが深くなるにつれて、応力降下量が大きくなる深さ依存性が見られる。

＜スラブ内地震における強震動生成域の応力降下量と震源深さとの関係＞

0

（Asano et al.(2004)による） （浅野・岩田(2010)による）

＜補足説明資料④-23スラブ内地震の短周期地震波の励起特性＞

Asano et al.(2004)等

第253回
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短周期地震波の励起特性（池田(2010)等）

○池田(2010)等では、フィリピン海プレート及び太平洋プレートで発生した複数のスラブ内地震を対象として、地震観測記録に
基づき短周期レベルを推定している。

○この池田(2010)等による検討結果に対し、同様の方法を用いて敷地周辺で発生した地震を検討した結果を加えて、短周期
レベルと震源深さとの関係を検討した。

○その結果によると、太平洋プレートで発生したスラブ内地震については、深さ50km以深しかデータはないが、フィリピン海プレート
で発生したスラブ内地震については、震源深さが深くなるにつれて、短周期レベルが大きくなる深さ依存性が見られる。

＜スラブ内地震における短周期レベルと震源深さとの関係＞
（池田(2010)等及び同様の方法を用いて敷地周辺で発生した地震を検討した結果による）

1.00E+11

1.00E+12

1.00E+13

1.00E+14

1.00E+15

0 50 100 150 200

太平洋プレート フィリピン海プレート

震源深さ(km)

A
/M

01/
3

＜補足説明資料④-23スラブ内地震の短周期地震波の励起特性＞

池田(2010)等

第253回
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○神田・武村(2013) では、フィリピン海プレートで発生した複数のスラブ内地震を対象として、震度の距離減衰式の
定数項cを算出しており、これは震源距離や地震規模の影響を除いた短周期地震波の励起特性を示すとしている。

○この定数項cと震源深さとの関係によると、震源深さが深くなるにつれて、短周期地震波の励起特性を示す定数項
cが大きくなる深さ依存性が見られる。

⇒以上の知見によると、短周期地震波の励起特性は震源深さに依存し、深さとともに大きくなると考えられる。

＜スラブ内地震における定数項cと震源深さとの関係＞
（神田・武村(2013)による）

IrcbMXaI J  log
震度

相対
震度震源距離

ﾏｸﾞﾆ
ﾁｭｰﾄﾞ

震源距離やマグニチュードの影響を除いた残差
＝短周期地震波の励起の大小を示す

＜補足説明資料④-23スラブ内地震の短周期地震波の励起特性＞

神田・武村(2013)

第253回
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補足説明資料④-24

沈み込む海洋プレートの特徴



【日本周辺の沈み込む海洋プレートの検討で整理する項目】
①プレートの年代、②プレートの沈み込み速度、③プレートの形状、
④プレートの沈み込み角度、⑤プレートの厚さ、⑥地震活動、
⑦地震発生下端深さ、⑧地震発生層の幅※

【世界の沈み込む海洋プレートの検討で整理する項目】
①プレートの年代、②プレートの沈み込み速度、③プレートの沈み込み角度
④地震発生下端深さ、⑤地震発生層の幅※

○日本周辺の沈み込む海洋プレート及び世界の沈み込む海洋プレートの特徴をそれぞれ整理し、浜岡原子力発電所

が位置するフィリピン海プレート（東海域）との類似性について検討する。

○フィリピン海プレート（東海域）と類似した沈み込む海洋プレートで発生した地震について検討する。

沈み込む海洋プレートの特徴

○地震規模と相関があると考えられる地震発生層の幅に着目して、地震規模と地震発生層の幅に関するスケーリング則や

既往最大地震に対する適用性を検討し、フィリピン海プレート（東海域）における最大規模を想定する。

地震発生層の地域性を考慮した地震規模の想定
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地震発生
下端深さ

プレートの厚さ

地震発生層の幅

補足説明資料④-25

※地震発生層の幅の検討では、当該プレートで発生した海洋プレート内地震の規模についても示すこととし、その際
には、敷地への影響が大きい沈み込んだ海洋プレート内地震（スラブ内地震）を対象とする。
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検討概要

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（概要）

○日本列島では、東北日本において太平洋プレートが、西南日本
及び南西諸島においてフィリピン海プレートが沈み込んでいる。

○浜岡原子力発電所は、フィリピン海プレートの沈み込む西南日
本の内、東海域に位置している。

地震調査研究推進本部HP
○約1500万年前に四国海盆の拡大は止まり、西端部に九州・パ
ラオ海嶺が地震や火山活動がほとんどない古島弧として残った。

○一方、九州・パラオ海嶺より西の、西フィリピン海盆はもっと古い
岩石（3000～5000万年前）からできており、海嶺の両側で海
底のできた年代が大きく違っている。

○このため、プレート内の構造も大きく異なっている。

高橋(2000)
○西南日本弧では、前・中期中新世に拡大形成された若い縁海
でありフィリピン海プレートの一部でもある四国海盆リソスフェアが
沈み込んでいる。

○九州から琉球列島、台湾にかけては、古第三紀の形成年代を
有する縁海であるフィリピン海盆が沈み込んでいる。

＜日本列島とその周辺のプレート＞
（地震調査委員会(2008)による）

＜フィリピン海プレートの海底地形＞
（地震調査研究推進本部HPによる）

フィリピン海プレート及び太平洋プレート

フィリピン海プレート

太平洋プレート及びフィリピン海プレートの各地域（東海、紀伊、
四国、九州、南西諸島）の特徴について整理する。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（概要）



○フィリピン海プレートの年代は領域により異なり、伊豆・
小笠原弧では約40Ma以前、四国海盆では約27～
15Ma、九州パラオ海嶺から西側では約50Ma以前と
なる。

フィリピン海プレート

○太平洋プレートの年代は約130Maである。

太平洋プレート

地震調査委員会（2013）

○日向灘（九州・パラオ海嶺以東）から東海道（銭洲
海嶺）周辺下のフィリピン海プレートは、現在の紀南海
山列を拡大軸（海嶺）として15Maよりも拡大を続け
て い た と 考 え ら れ て お り （例 え ば 、 Okino et

al.(1999)）、周辺部と比べて若いプレートが沈み込ん
でいる。

○南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの年代に関
する検討によると、東海域は27～9Ma、紀伊地域は
19～15Ma、四国地域は27～15Maである（後述参
照）。

＜日本列島に沈み込むプレートの配置、構造と年代＞

（笠原・他(2003)による）
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（年代）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（沈み込み速度）

○フィリピン海プレートの沈み込み速度※は、
東海域で49mm/年、紀伊半島付近で
53mm/年、四国付近で54mm/年、九
州付近で59 mm/年、南西諸島で61～
73mm/年であり、南にいくほど沈み込み
速度は速くなっている。

フィリピン海プレート

○太平洋プレートの沈み込み速度※は、カ
ムチャッカ半島から関東まで概ね一定の
速度であり、86mm/年程度である。

太平洋プレート

※海洋プレートの沈み込み速度は、GPS等の宇宙測地観測結果を使用
して作成されたGEODVELモデル（Argus et al.(2010)）および
MORVELモデル（DeMets et al.(2010)）に基づき、UNAVCOの
Plate Motion Calculaterプログラムを用いて算出。

＜日本列島に沈み込むプレートの沈み込み速度※＞
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（沈み込み速度）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（形状）

長谷川・他(2010)
○フィリピン海プレートは関東から九州に至る全域で
裂けることなく連続して分布するが、その形状は単
純ではなく、波板のように大きく変形をしている。

 

○太平洋プレートは北海道から東北・関東にかけて、
大きく変形することなく、滑らかな形状を示しながら
日本列島の下方に沈み込んでいる。

フィリピン海プレート

太平洋プレート

＜日本列島に沈み込むプレートの形状＞

（長谷川・他(2010)による）
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（形状）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（沈み込み角度）
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○トラフ軸から水平距離200km程度において、フィリピン
海プレートは、東海～四国（No.7～9）ではほぼ一
定の角度で緩やかに沈み込み、九州（No.10）では
水平距離100～150km程度で沈み込み角度が変化
（増加）する傾向が見られる。

フィリピン海プレート

○太平洋プレート（No.1～6）は、沈み込みに伴い、
沈み込み角度が徐々に増加する傾向が見られる。

太平洋プレート

＜海洋プレートの沈み込み断面図＞

（太平洋プレートの比較）

（フィリピン海プレートの比較）

（断面図の位置）
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・プレート境界面のデータは弘瀬冬樹HP（気象庁気象研究所地震火山研究部）による。

※敷地はフィリピン海プレート

※
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（沈み込み角度）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（厚さ）

Adbelwahed and Zhao(2007)
○フィリピン海プレートの厚さは、中部、東海、紀伊半島下で40km以下、四国で30～50km、九州で60km以下である。

＜日本列島に沈み込むプレートの厚さ＞
（Adbelwahed and Zhao(2007)、Zhao(2009)による）

太平洋プレート

Zhao(2009)
○スラブの厚さは年代によると考えられ、東北日本やトンガは90～100kmである。

フィリピン海プレート
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（厚さ）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（地震活動）

Seno et al.(1999)

○西方に傾いた深さ60kmより浅い地震活動は、一重面
として続いている。

Miyoshi et al.(2012）

○紀伊半島下には，はっきりとした二重地震面が見られる。

＜東海域の震源分布＞
（Seno et al.(2001)による）

＜紀伊半島の震源分布＞
（Miyoshi et al.(2012)による）

フィリピン海プレート：東海域 フィリピン海プレート：紀伊半島

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 349

第253回
資料2-1 p.24再掲

＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震活動）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（地震活動）

弘瀬・他(2007）

○二重地震面の下面は、地域によって地震活動度の違いはあるものの、伊勢湾から九州南部まで存在が読み取れる。

＜東海域から九州までの震源鉛直分布＞
（弘瀬・他(2007)による）

フィリピン海プレート：東海域～九州
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震活動）



太平洋プレート

＜北海道・東北地域の震源鉛直分布＞
（長谷川・他(1983)による）

長谷川・他(1983）

○得られた高精度の震源分布より、北海道から東北地方に至るはほぼ全域にわたって、二重深発地震面が連続して存在することが
確かめられた。これと海野・長谷川(1962)の結果と合わせると、東北日本弧全域、千島弧との会合部、千島弧南西部(北海道)

を含む海溝軸に平行に長さ1,000km以上の広い領域にわたって、二重深発地震面が連続して分布していることになる。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震活動）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（地震発生下端深さ）

高橋(2000)
○西南日本弧では、深発地震面は、関東、中部、近畿、四国の各領域にほぼ相当する4つの大きなセグメントに分かれているが、その
傾斜角はいずれも20－30度程度とゆるやかであり、またその到達深度は、中部で約60km、近畿で約70km、四国で40kmである。

○深発地震面は、中部九州では70度あまりの高角度で深さ約160km程度まで到達している。
○南九州から琉球列島北部の29°Nのトカラ海峡以北の地域では、深発地震は約70度の高角度で深度約200km付近まで達してい
る。

○トカラ海峡以南では、沈み込み角度40-50kmとゆるやかになるが、海洋リソスフェアは深度250～300km付近まで沈み込んでいる。

フィリピン海プレート

太平洋プレート

高橋(2000)
○東北日本弧は、北海道中部でカムチャツカ・千島弧と、本州中部で伊豆・小笠原弧とそれぞれ会合している。東北日本弧では、深発
地震面は深さ600km余りまで達している。

＜地震発生下端深さ＞
（高橋(2000)に地震発生下端深さの位置を加筆）

地震発生

下端深さ
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震発生下端深さ）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○北海道から南西諸島までを対象として、海溝（トラフ）
軸に直交する方向の震源鉛直分布（No.1～22）を
作成し、地震発生層の幅を測定。

⇒日本周辺の地震発生層の幅について検討。
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＜地震発生層の幅の測定例＞
（震源鉛直分布：MJMA≧1、深さ200km以浅）

＜地震発生層の幅の測定位置＞
（震源平面分布：MJMA≧4、深さ200km以浅）

地震発生層の幅

・気象庁による「地震・火山月報（カタログ編）平成25年3月」の一元化カ
タログを使用。期間は1997年10月～2013年3月。
・地震発生層の幅の測定の詳細は、第253回審査会合資料2-2参照。

9
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震発生層の幅）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○浜岡原子力発電所が位置する東海（No.9～13）から紀伊～四国～九州（No.14～18）にかけて、地震発生層の
幅は10km程度であり、南西諸島（No.19～22）の地震発生層の幅は20～30km程度である。

フィリピン海プレート

○北海道（No.1～4）から東北（No.5～7）、関東（No.8）にかけて、地震発生層の幅は40～50km程度と厚く、規
模の大きい地震が発生している。

太平洋プレート

M8.2

M7.5 M7.3

M7.0

＜日本周辺の地震発生層の幅＞

北海道 東北 関東 東海（浜岡） 紀伊～四国 九州 南西諸島

太平洋プレート フィリピン海プレート

九州・パラオ
海嶺

トカラ海峡
領域１（南海トラフ沿い）

（地震調査委員会(2009)による）

M7.0

・浜岡が位置するフィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）については、歴史地震及び近年
発生したスラブ内地震のうち、最大規模の地震を示し、これ以外の地域については、近年発生した
スラブ内地震（1923～2012年）のうち、主な最大規模の地震（M7.0以上）を示す。
・南西諸島の地震発生層の幅については、震源鉛直分布の精度を踏まえて参考扱いとする。また、

No.19で発生した1911年喜界島の地震（M8.0）については、後藤(2013)により震源再決定が
行われ、プレート境界地震の可能性が高いとされている。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震発生層の幅）



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（まとめ）

○浜岡原子力発電所が位置する東海域に沈み込むフィリピン海プレートの特徴は、東北地方に沈み込む太平洋プレート
と大きく異なる。また、地震発生層が厚い太平洋プレートでは、規模の大きい地震が発生している。

フィリピン海プレートと太平洋プレートの特徴

No. 諸元 フィリピン海プレート（東海域） 太平洋プレート

1 プレート年代 27～9Ma 130Ma程度

2 沈み込み速度 49mm/年 86mm/年

3 沈み込み形状 湾曲 直線的

4 沈み込み角度 緩やかでほぼ一定 沈み込みに伴い増加

5 スラブ厚さ 40km以下 90～100km

6 地震活動 一重 二重

7 地震発生下端深さ 60km程度 600km程度

8 地震発生層の幅 10km程度 40～50km程度
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（まとめ）

・「赤字：修正箇所（括弧内の数字は修正前の値）」を削除。
・表中の過去審査会合での記載を削除。



日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴（まとめ）

○フィリピン海プレートの各地域の特徴について、東海～紀伊～四国にかけては類似しているが、九州・パラオ海嶺を境とし
て変化しており、同じフィリピン海プレートにおいても、その特徴は沈み込む地域によって異なる。

No. 諸元 東海 紀伊 四国 九州 南西諸島

1 プレート年代 27~9Ma 19～15Ma 27～15Ma 50Ma以前

2 沈み込み速度 49mm/年 53mm/年 54mm/年 59mm/年 61～73mm/年

3 沈み込み形状 湾曲 湾曲 湾曲・直線的 直線的 直線的

4 沈み込み角度 緩やかでほぼ一定 途中で高角に変化 緩やかに変化

5 スラブ厚さ 40km以下 40km以下 30～50km 60km以下 －

6 地震活動 一重 二重 二重 二重 －

7 
地震発生の
下端深さ

60km程度 70km程度 40km程度
160～200km

程度
250～300km

程度

8 地震発生層の幅 10km程度 10km程度 10km程度 10km程度 20-30km程度

フィリピン海プレートの各地域の特徴

△
九州・パラオ海嶺

△
トカラ海峡
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴
（まとめ）
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世界の沈み込む海洋プレートの特徴（概要）

•S.W.JAPAN

Cascadia

Banda sea

Philippine

＜世界の海洋プレートの沈み込み帯＞

○世界の沈み込み帯毎に海洋プレートの特徴を整理して、浜岡原子力発電所が位置するS.W.Japanと類似
する沈み込み帯について検討する。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（概要）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜世界の海洋プレートの沈み込み帯＞
（Ruff and Kanamori(1980)に沈み込み帯を表す赤線・地域名を加筆）
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世界の沈み込む海洋プレートの特徴（年代）

○海洋プレートの年代は、沈み込み帯により異なり多様である。
○S.W.Japanのプレート年代は約20Maであり、これと類似する沈み込み帯はCascadia、Central America、Colombia

である。

•Muller et al.(1997)に基づき作成。

＜世界の沈み込み帯におけるプレートの年代＞
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（年代）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○海洋プレートの沈み込み速度は、沈み込み帯により異なり多様である。
○S.W.Japanの沈み込み速度は約50mm/年であり、これと類似する沈み込み帯はIzu-Bonin、New Zealand、

Cascadia、Colombiaである。

＜世界の沈み込み帯におけるプレートの沈み込み速度＞

・海洋プレートの沈み込み速度は、GPS等の宇宙測地観測結果を使用して作成されたGEODVELモデル（Argus et al.(2010)）およびMORVELモデル（DeMets et al.(2010)）に基づき、UNAVCOのPlate Motion Calculaterプログラムを
用いて算出。
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世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（沈み込み速度）
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世界の沈み込む海洋プレートの特徴（沈み込み角度）

○海洋プレートの沈み込み角度は、沈み込み帯により異なり多様である。
○S.W.Japanの沈み込み角度は約15°であり、これと類似する沈み込み帯はCascadia、Peru、Central Chiliである。

•Lallemand et al.(2005)に基づき作成。

＜世界の沈み込み帯におけるプレートの沈み込み角度＞
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（沈み込み角度）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○地震発生下端深さは、沈み込み帯により異なり多様である。
○S.W.Japanの地震発生下端深さは約60kmであり、これと類似する沈み
込み帯はCascadiaである。
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地震発生
下端深さ

プレートの厚さ

地震発生層の幅

• Ruff and Kanamori(1980）に基づき作成。
• S.W.Japanは高橋(2000)、Philippine、 Banda SeaはUSGS(2012)等、

CascadiaはWada et al.(2010)に基づき作成。

＜世界の沈み込み帯における地震発生下端深さ＞
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震発生下端深さ）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○地震発生層の幅は、沈み込み帯により異なり多様である。
○S.W.Japanの地震発生層の幅は約10kmであり、これに比較的近い沈
み込み帯はCascadiaで約20kmである。

○Mw7.5以上の巨大地震は、地震発生層の幅が厚い沈み込み帯で発
生している傾向がある。
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地震発生層の幅

• 地震発生層の幅は気象庁地震・火山月報、USGS等の震源鉛直分布に基づき測定。
• Mwの値は、気象庁地震・火山月報（防災編）またはSeno and Yoshida(2004)に記載されたスラブ内地震のMwのうち最大の値を示す（Mw7.5以上）。
• 地震発生層の幅の測定の詳細は、第253回審査会合資料2-2参照。
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＜世界の各沈み込み帯における地震発生層の幅＞
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（地震発生層の幅）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○海洋プレート内地震の地震動評価において、上記に示す構造の特徴は敷地周辺の地震活動に含まれており、この地震活動（震源鉛直分布
等）を踏まえて、前述のとおり、地震発生層の幅等の海洋プレートの特徴を整理している。

沈み込んだ海嶺

○高橋(1997)、Kodaira et al.(2008)他により、伊豆・小笠原島弧で大陸性の特徴を有する中部地殻の存在が示され、伊豆弧の西側に北東－
南西の走向を持って存在する海嶺（背弧雁行海山群）でも、同様に中部地殻の存在が示されている。

○Kodaira et al.(2004)他によれば、敷地が位置する遠州灘周辺において沈み込んだ海嶺が示されており、遠州灘周辺における沈み込むフィリピン
海プレートの構造としては、大陸性の特徴を有する中部地殻が沈み込んでいると考えられる。

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピン海プレート）

第482回
資料2-1 p.41一部修正

＜遠州灘のP波速度構造（Kodaira et al(2009)に敷地位置、沈み込んだ海嶺の位置を加筆＞

＜遠州灘の震源鉛直分布（弘瀬・他(2007)に敷地位置、矢印を加筆＞

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 364

台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート

台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレートの特徴を整理し、
浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピン海プレートの特徴と比較する。

＜台湾周辺のプレートの沈み込み＞
（木村(2002)に赤い四角を加筆）

ルソン島

＜台湾周辺のプレートの沈み込み＞
（Chang et al.(2002)による）

○台湾周辺では、フィリピン海プレートとユーラシアプレートの沈み込む
関係が複雑である。

○台湾の東側では、琉球海溝からユーラシアプレートの下にフィリピン海
プレートが沈み込んでいるのに対し、台湾の南側では、マニラ海溝か
らフィリピン海プレートの下にユーラシアプレートが沈み込んでおり、台
湾周辺で両プレートの衝突境界が形成されている。

＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート）

第482回
資料2-1 p.42一部修正

・上段箱書き「コメントを踏まえて、」を削除。
・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート

○マニラ海溝は、台湾南西部からルソン島西部にかけて位置し、ルソン島西部においては、
ユーラシアプレートの南シナ海盆が沈み込んでいる。

○Briais et al.(1993)、Hsu et al.(2004)によれば、南シナ海盆は現在の海盆北東部から
37Maに拡大を開始し、拡大軸の位置を南に変えながら拡大を続け、16Maに拡大が終
了している。

ルソン島西部の領域

＜南シナ海盆の形成＞（Briais et al.(1993)に年代を加筆）

＜南シナ海盆の沈み込み＞
（Braitenberg et al.(2006)に地形名称を加筆）

南シナ海盆

ルソン

32Ma
26Ma

20Ma

30Ma

24Ma

16Ma：拡大終了

現在の南シナ海盆北東部において
37Maから拡大を開始（Hsu et al.(2004)）

18Ma

＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾の沈み込み帯に関する検討）
（台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート）

第482回
資料2-1 p.43一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○ユーラシアプレートの大部分は大陸性地殻を有する大陸プレートであるが、Li et

al.(2012)によると、南シナ海盆は海洋性地殻を有している。

ルソン島西部の領域

＜南シナ海における地殻構造＞
（Li et al.(2012)に海盆名称、矢印、方位を加筆）

＜南シナ海における大陸性地殻と海洋性地殻の境界＞
（Braitenberg et al.(2006)に地形名称、範囲を示す四角を加筆）

：大陸性地殻と海洋性地殻の境界

南シナ海盆

南シナ海盆

南シナ海盆

ルソン

海洋性地殻

海洋性地殻

北東

南西

＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート）

第482回
資料2-1 p.44一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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台湾南西部
の領域

＜南シナ海におけるプレートの沈み込み＞
（Hsu et al.(2004)に地域名称、地形名称、矢印を加筆）

大陸性地殻と
海洋性地殻の
境界

トラップされた
フィリピン海プレート

ユーラシア
プレート

フィリピン海
プレート

南シナ海盆
（海洋地殻）

台湾

ルソン

：ユーラシアプレート（大陸性地殻）の沈み込み

：ユーラシアプレートの南シナ海盆（海洋性地殻）の沈み込み

：トラップされたフィリピン海プレートの沈み込み

○前述のとおり、海洋性地殻を有する南シナ海盆は、ルソン島西部のマニラ海溝
からフィリピン海プレートの下に沈み込んでいる。

○Hsu et al.(2004)によれば、南シナ海盆の北端付近に、ルソン－琉球トランス
フォーム境界（LRTPB）が存在する。これより北部では、トラップされたフィリピ
ン海プレート、さらに北部では、大陸性地殻を有するユーラシアプレートがマニラ
海溝からフィリピン海プレートの下に沈み込んでおり、大陸性地殻と海洋性地
殻の境界（COB）が存在する。

⇒ルソン島西部では、海洋性地殻を有する南シナ海盆が、マニラ海溝からフィリピ
ン海プレートの下に沈み込み、台湾南西部では、大陸性地殻と海洋性地殻
との遷移帯が、マニラ海溝からフィリピン海プレートの下に沈み込んでいる。

○以降では、台湾南西部に沈み込むユーラシアプレート（遷移帯）及びルソン
島西部に沈み込むユーラシアプレート（海洋性地殻：南シナ海盆）の特徴
やそこで発生した地震を整理し、浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピ
ン海プレートの特徴と比較する。

＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（台湾～ルソン島周辺に沈み込むユーラシアプレート）

第482回
資料2-1 p.45一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○気象庁沖縄気象台(2007)によれば、台湾南西部から沈み込んだユーラシアプレート（遷移帯）の内部において、2006年
12月26日21時26分にMj6.9の地震、この地震の8 分後に、21時26分の地震とほぼ同じ場所でMj7.2の地震が発生して
いる。

○Seno and Yoshida(2004)によれば、ルソン島西部から沈み込んだユーラシアプレート（海洋性地殻：南シナ海盆）の内
部において、1999年にMw7.2の地震が発生している。

ユーラシアプレートで発生した沈み込んだプレート内地震

＜マニラ海溝から沈み込んだユーラシアプレートで発生した沈み込んだプレート内地震＞
（木村(2000)に地震の諸元、震央位置、海盆の範囲を加筆）

ルソン島西部から沈み込んだユーラシアプレート
（海洋性地殻：南シナ海盆）の内部で発生
した地震（1999年：Mw7.2）
（Seno and Yoshida(2004)による）

台湾南西部から沈み込んだユーラシアプレート
（遷移帯）の内部で発生した地震
（2006年：Mj6.9,7.2）
（気象庁沖縄気象台(2007)による）

★

★

★

大陸性地殻と海洋性地殻の境界
（Braitenberg et al.(2006)及び
Hsu et al.(2004)による）
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（ユーラシアプレートで発生した沈み込んだプレート内地震）

第482回
資料2-1 p.46一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



フィリピン海プレート（東海）

ユーラシアプレート

（台湾南西部・ルソン島西部）

＜南シナ海盆の形成＞
（Briais et al.(1993)に年代、 Hsu et al.(2004)の説明を加筆）

＜四国海盆の形成＞
（Okino et al.(1994)に地形名称、年代

を加筆、ハッチングを重ね描き）

ユーラシアプレート

Okino et al.(1994)他
○東海地域に沈み込むフィリピン海プレートの年
代は27～9Maである。

Briais et al.(1993)、Hsu et al.(2004) 
＜ルソン島西部＞
○ルソン島西部に沈み込むユーラシアプレート
（海洋性地殻：南シナ海盆）の年代は37

～16Maである。

＜台湾南西部＞
○台湾南西部では、大陸性地殻と海洋性地
殻との遷移帯を有するユーラシアプレートが沈
み込んでいる。

○Hsu et al.(2004)等によれば、南シナ海盆
（海洋性地殻）の北端付近の年代は37～
32Maであり、これより北側の大陸性地殻は、
南シナ海盆拡大以前から存在し、その年代
は37Ma以前である。

⇒台湾南西部に沈み込むユーラシアプレート
（遷移帯）の年代は32Ma以前である。

四国

東海
紀伊

＜北部伊豆小笠原島弧の形成＞
（高木・他(1993)に矢印、赤い四角を加筆）

19～15Ma

32Ma

現在の南シナ海盆の北東部に
おいて37Maから拡大を
開始（Hsu et al.(2004)）

16Ma：拡大終了

＜南シナ海盆北端部の年代＞
（Hsu et al.(2005)に年代、海盆を加筆）

32Ma

37Ma

南シナ海盆
（海洋地殻）

27～23Ma

23～19Ma
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（年代））

第482回
資料2-1 p.47一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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61
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ｖ
ｖ65

67

71

73

○東海域におけるフィリピン海プレートの沈み込み速度※は、東海域で49mm/年である。

フィリピン海プレート（東海）

○台湾南西部におけるユーラシアプレート（遷移帯）の沈み込み速度※は、82mm/年である。
○ルソン島西部におけるユーラシアプレート（海洋性地殻：南シナ海盆）の沈み込み速度※は、84～90mm/年である。

ユーラシアプレートプレート（台湾南西部・ルソン島西部）

※海洋プレートの沈み込み速度は、GPS等の宇宙測地観測結果を使用して作成されたGEODVELモデル（Argus et al.(2010)）
及びMORVELモデル（DeMets et al.(2010)）に基づき、UNAVCOのPlate Motion Calculaterプログラムを用いて算出。

＜日本列島に沈み込むプレートの沈み込み速度※＞

は沈み込み方向、数字は沈み込み速度（mm/年）を表す。

＜台湾～ルソン島周辺に沈み込むプレートの沈み込み速度※＞
（木村(2002)に「ルソン島」、沈み込み速度を加筆）

82

90

88

86

84

ルソン島
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（沈み込み速度））

第482回
資料2-1 p.48一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○東海域に沈み込むフィリピン海プレートは、トラフ軸から水平距離200km程度において、ほぼ一定の角度で緩やかに沈み込んで
いる。

フィリピン海プレート（東海）

○台湾南西部に沈み込むユーラシアプレート（遷移帯）は、沈み込みに伴い沈み込み角度が徐々に増加する傾向が見られる。
○ルソン島西部に沈み込むユーラシアプレート（海洋性地殻：南シナ海盆）は、海溝軸から40km程度で沈み込み角度を急激
に変え、以降ほぼ一定の高角度で沈み込んでいる。

ユーラシアプレート（台湾南西部・ルソン島西部）

・フィリピン海プレート境界面のデータは弘瀬冬樹HP（気象庁気象研究所地震火山研究部）による。
・ユーラシアプレートは、Gao et al.(2012)による。

1

（描画位置）

浜岡原子力発電所

2

3

台湾

ルソン

200
0
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D
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（
k
m
）

050100150250300

150 

200

トラフ（海溝）軸▼

1（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ）
2（台湾南西部のﾕｰﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄ）
3（ルソン島西部のﾕｰﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄ）
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（沈み込み角度））

第482回
資料2-1 p.49一部修正

＜海洋プレートの沈み込み断面図＞

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



高橋(2000)
○西南日本弧では、深発地震面は、関東、中部、近畿、四国の各領域にほぼ相当する4つの大きなセグメントに分かれているが、その
傾斜角はいずれも20－30度程度とゆるやかであり、またその到達深度は、中部で約60km、近畿で約70km、四国で40kmである。

フィリピン海プレート（東海）

ユーラシアプレート（台湾南西部・ルソン島西部）

＜台湾南西部及びルソン島西部における震源鉛直分布＞
（Gao et al.(2012)に地域名称、測線位置、矢印を加筆）

○台湾南西部およびルソン島西部に沈み込むユーラシアプレート内部では、深さ約200～210kmまで地震が発生している。

台湾

ルソン
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（地震発生下端深さ））

第482回
資料2-1 p.50一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○東海域に沈み込むフィリピン海プレートの
地震発生層の幅は約10kmである。

フィリピン海プレート（東海）

ユーラシアプレート

（台湾南西部・ルソン島西部）

○台湾南西部に沈み込むユーラシアプレー
ト（遷移帯）の地震発生層の幅は約
50kmである。

○ルソン島西部に沈み込むユーラシアプ
レート（海洋性地殻：南シナ海盆）の
地震発生層の幅は約60kmである。

＜台湾南西部及びルソン島西部における地震発生層の幅＞
（Gao et al.(2012)に地域名称、測線位置、地震発生層の幅の位置を加筆）

地震発生層の幅：約50km

地震発生層の幅：約60km

地震発生層の幅：約10km

浜岡原子力
発電所

ルソン

台湾
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（地震発生層の幅））

＜東海域における地震発生層の幅＞

第482回
資料2-1 p.51一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（まとめ）

○浜岡原子力発電所が位置する東海域に沈み込むフィリピン海プレートの特徴は、台湾南西部に沈み込むユーラシア
プレート（遷移帯）及びルソン島西部に沈み込むユーラシアプレート（海洋性地殻）の特徴と大きく異なる。

フィリピン海プレート（東海域）とユーラシアプレート（台湾南西部・ルソン島西部）の特徴

No. 諸元
フィリピン海プレート
（東海域）

ユーラシアプレート

台湾南西部
（遷移帯）

ルソン島西部
（海洋性地殻）

1 プレート年代 27～9Ma ＞32Ma 37～16Ma

2 沈み込み速度 49mm/年 82mm/年 84～90mm/年

3 沈み込み角度 緩やかでほぼ一定 沈み込みに伴い増加 高角でほぼ一定

4 地震発生下端深さ 60km程度 200km程度 210km程度

5 地震発生層の幅 10km程度 50km程度 60km程度
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴（台湾周辺の沈み込み帯に関する検討）
（フィリピン海プレートとユーラシアプレートの特徴の比較（まとめ））

第482回
資料2-1 p.52再掲



○総合的な特徴として、浜岡原子力発電所が位置するS.W.Japanと類似する沈み込み帯はCascadiaである。

No. 沈み込み帯
プレート年代 沈み込み速度 沈み込み角度 地震発生下端深さ 地震発生層の幅

(Ma) (mm/年) (°) (km) (km)

1 S.W.Japan 27~9 49 15 60 10

2 Ryukyu 44 69 36 280 30

3 N.E.Japan 128 86 24 600 50

4 Izu-Bonin 138 43 32 550 60

5 Philippine 48 101 35 650 40

6 Marianas 152 23 39 700 40

7 Kuriles 116 83 32 625 80

8 Kamchatka 105 79 38 625 60

9 Aleutians 56 73 36 280 40

10 Alaska 47 60 22 140 40

11 Sumatra 58 59 28 200 60

12 Java 80 68 28 650 80

13 Banda sea 84 72 27 670 70

14 New Hebrides 51 87 52 270 70

15 Tonga 107 79 37 650 60

16 Kermadec 98 60 42 570 40

17 New Zealand 103 44 38 350 40

18 Cascadia 9 39 17 80 20

19 Central America 18 68 27 200 50

20 Colombia 15 54 25 150 50

21 Peru 40 62 14 200 60

22 Central Chili 52 67 16 250 60

23 S.Chili 34 68 23 160 60

24 Caribbean 100 19 35 250 50

25 Scotia arc 38 8 54 180 80

26 Taiwan >32 82 41 200 50

27 Luzon 37～16 84～90 35 210 60
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
（まとめ）

第482回
資料2-1 p.53一部修正



発生日 発生場所 Mw
震源深さ
（km）

1949.4.13 Olympia 6.8 60

1965.4.29 Seattle 6.6 60 

2001.2.28 Nisqually 6.8 56

※1：CREW（Cascadia Region Earthquake Workgroup）(2008)により、当該地域において過去150年
に起きた被害の大きい深発地震を示す。その諸元について、発生日、発生場所はCREW(2008)、Mw、
震源深さはIchinose(2004)、Ichinose(2006)による。

＜Cascadia沈み込み帯で発生した

海洋プレート内地震のメカニズム＞

（Ichinose  et al.(2006)に赤い四角を加筆）

○S.W.Japanと類似する沈み込み帯Cascadiaで過去に発生したスラブ内地震の最大規模は、1949年にOlympiaで発生
した地震と2001年にNisquallyで発生した地震のMw6.8である。

諸元 Cascadia S.W.Japan

海洋プレート ファンデフカ フィリピン海

プレート年代 9Ma 27～9Ma

沈み込み速度 39mm/年 49mm/年

沈み込み角度 17° 15°

地震発生下端深さ 80km程度 60km程度

地震発生層の幅 20km程度 10km程度

＜CascadiaとS.W.Japanの諸元の比較＞

＜Cascadia沈み込み帯で発生した海洋プレート内地震の諸元※1＞

○ファンデフカプレート（沈み込み帯Cascadia）
で発生した地震について、敷地で考慮する地震
規模の想定に反映する。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

類似する沈み込み帯で発生したスラブ内地震
（沈み込み帯Cascadiaで発生したスラブ内地震）

第482回
資料2-1 p.54一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



沈み込む海洋プレートの特徴（まとめ）

○浜岡原子力発電所が位置する東海域に沈み込むフィリピン海プレートの特徴は太平洋プレートと異なり、同じフィリピン
海プレートにおいても、九州・パラオ海嶺を境としてその特徴は異なる。

○地震発生層の幅が厚い太平洋プレートでは規模の大きい地震が発生している。

○海洋プレートの特徴は、沈み込み帯により異なり多様である。

○フィリピン海プレート（東海域）と類似する海洋プレートはCascadia沈み込み帯に沈み込むファンデフカプレートであり、
そこで発生した地震の最大規模はMw6.8である。

○地震発生層の幅が厚い沈み込み帯の海洋プレートでは規模の大きい地震が発生している。

日本周辺の沈み込む海洋プレートの特徴

世界の沈み込む海洋プレートの特徴
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第253回
資料2-1 p.40再掲＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

まとめ



＜日本列島に沈み込むプレートの配置、構造と年代＞

（笠原・他(2003)に赤い四角を加筆）

○第253回審査会合で報告した日本周辺に沈み込む海洋
プレートの年代（笠原・他(2003)）のうち、フィリピン海プ
レート（四国海盆）の年代は、Okino et al.(1994)に基
づいている。

フィリピン海プレートの年代
○フィリピン海プレートの年代は領域により異なり、伊
豆・小笠原弧では約40Ma以前、四国海盆では約
27～15Ma、九州パラオ海嶺から西側では約50Ma

以前となる。

○以降では、コメントを踏まえて、西七島海嶺以西の四国海
盆の形成（Okino et al.(1994)等）や西七島海嶺以東
の北部伊豆小笠原島弧の形成（高木・他(1993)）に基
づき、各領域（東海、紀伊、四国）に沈み込むフィリピン
海プレートの年代を整理する。

浜岡原子力発電所
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの年代
（検討概要）

第482回
資料2-1 p.34一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○南海トラフ沿いの東海域から四国域に沈み込んでいる四国海盆は、約5000万年前に赤道付近で誕生した古伊豆・
小笠原島弧が、約2500万年前から九州・パラオ海嶺と伊豆・小笠原島弧に分裂し、拡大して形成された海盆である。

・古伊豆・小笠原島弧の南
部で島弧が分裂を開始

・分裂が北部にも及び、九州・パ
ラオ海嶺を置き去りにして伊
豆・小笠原島弧が東へ移動し、
四国海盆が拡大
・1500万年前に拡大終了

浜岡原子力発電所

＜四国海盆の形成＞
（巽(2011)に敷地位置、島弧・海嶺の位置、赤い四角を加筆）

・赤道付近において、古伊
豆・小笠原島弧が誕生

成）

古伊豆・小笠原島弧

古伊豆・小笠原島弧

伊豆・小笠原島弧

九州・パラオ海嶺

・フィリピン海プレートの南海トラフ
での沈み込み
・伊豆・小笠原島弧の北進と本
州弧への衝突

九州・パラオ海嶺

伊豆・
小笠原島弧
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの年代
（四国海盆の形成）

第482回
資料2-1 p.35一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



成）

○東海域に沈み込むフィリピン海プレートについては、上記に示す西七島海嶺以西の四国海盆の形成の他、フィリピン海プレートの
沈み込み方向を考慮すると、西七島海嶺以東の北部伊豆小笠原島弧の形成も関連することから、以降では、北部伊豆小笠
原島弧の形成も踏まえて、年代を整理する。

27-23Ma 23-19Ma

19-15Ma 拡大終了後

リフティング※

浜岡原子力発電所

＜四国海盆の形成＞
（Okino et al.(1994)に年代、ハッチング、矢印、地域名称、地形名称、敷地位置に関する記載を加筆）

＜フィリピン海プレートの地形＞
（地震調査研究推進本部HPに敷地位置、

地域名称、地形名称を加筆）

※ プレートの外部から働く伸張応力等により
プレートが引き伸ばされ、地表が沈降・陥
没する現象

浜岡原子力発電所
四国 東海紀伊

浜岡原子力発電所は西七島
海嶺の北方付近に位置

四国

東海
紀伊

○四国海盆について、西側には九州パラオ海嶺、中央には紀南海山列、東側には西七島海嶺が存在し、浜岡原子力発電所は西七島海嶺の
北方付近に位置する。

○各領域（東海、紀伊、四国）に沈み込むフィリピン海プレートの年代について、フィリピン海プレートの地形と四国海盆の形成（Okino et

al.(1994)、沖野(1999)）との対比によると、東海域では27～19Ma、紀伊では19～15Ma、四国では27～15Maである。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの年代
（四国海盆の形成）

第482回
資料2-1 p.36一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○北部伊豆小笠原島弧の形成に関して、西七島海嶺は浜岡原子力発電所の南方付近に存在し、その東側には、現在の火山フロントである
七島・硫黄島海嶺が存在する。高木・他(1993)によると、七島・硫黄島海嶺は背弧拡大により西七島海嶺を残留島弧として分離・移動した
海嶺であり、背弧拡大は15～9Maの間に起こったとしている。

○なお、碇(1991)によると、西七島海嶺のうち天保海山以北の海山は、堆積物の年代と磁気異常データから、四国海盆拡大後から鮮新世ま
での間に形成された島弧火山であると推定している。

（北部伊豆小笠原島弧の形成）

＜北部伊豆小笠原島弧の形成＞（高木・他(1993)に赤い四角、矢印を加筆）＜北部伊豆小笠原島弧の地形＞
（高木・他(1993)に敷地位置、地形名称を加筆）

天保
海山

浜岡原子力発電所

○東海域に沈み込むフィリピン海プレートの年代について、西七島海嶺以西（四国海盆の形成）では
27～19Ma、西七島海嶺以東（北伊豆小笠原島弧の形成）では15～9Maであり、総じて27～
9Maであると考えられる。
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＜補足説明資料④-24 沈み込む海洋プレートの特徴＞

南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの年代
（北部伊豆小笠原島弧の形成）

第482回
資料2-1 p.37一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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補足説明資料④-25

海洋プレート内地震の地震発生層の地域性を考慮した地震規模の検討



【日本周辺の沈み込む海洋プレート】
○浜岡原子力発電所が位置する東海域に沈み込むフィリピン海プレートの特徴は太平洋プレートと異なり、同じフィリピン海
プレートにおいても、九州・パラオ海嶺を境としてその特徴は異なる。

○地震発生層の幅が厚い太平洋プレートでは規模の大きい地震が発生している。

【世界の沈み込む海洋プレート】
○海洋プレートの特徴は、沈み込み帯により異なり多様であり、その中で、フィリピン海プレート（東海域）と類似する海洋
プレートはCascadia沈み込み帯に沈み込むファンデフカプレートであり、そこで発生した地震の最大規模はMw6.8である。

○地震発生層の幅が厚い沈み込み帯の海洋プレートでは規模の大きい地震が発生している。

沈み込む海洋プレートの特徴（再掲）

○地震発生層の幅は地震規模と相関があると考えられることから、地震規模（地震モーメント）と地震発生層の幅（断

層幅）に関するスケーリング則（M0－W関係）を検討する。

○このスケーリング則について、フィリピン海プレート（東海域）と太平洋プレート（北海道）で発生した既往最大地震に対

する適用を検討し、フィリピン海プレート（東海域）における最大規模を想定する。

＜太平洋プレート（北海道）＞

・地震発生層の幅：40km程度

・地震規模：日本周辺の太平洋プレートで

発生した地震の最大規模M8.2

（1994年北海道東方沖地震）

＜フィリピン海プレート（東海域）＞

・地震発生層の幅：10km程度

・地震規模：フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）

で発生した地震の最大規模M7.0

（1855年遠州灘の地震）

地震発生層の地域性を考慮した地震規模の想定
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第253回
資料2-1 p.42一部修正＜補足説明資料④-25 海洋プレート内地震の地震発生層の地域性を考慮した地震規模の検討＞

検討概要

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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断層幅=0.56×断層長さ

M0－S関係
○岩田・浅野(2010)では、国内外11個のスラブ内地震（Mw6.6-8.3、深さ

120km程度）の震源モデルに基づき、以下のM0－S関係が示されている。

S=6.57×10-11M0
2/3

（S：断層面積(km2)、M0：地震モーメント(Nm)）

S∝M0
2/3（M0∝S3/2）

地震モーメントM0－断層面積Sの関係

地震
断層
長さ
(km)

断層
幅

(km)

地震
規模M

出典

1993年釧路沖地震 58 37 7.5 Takeo et al. (1993)

1994年北海道東方沖地震 120 60 8.2
Morikawa and  

Sasatani (2004)

2003年宮城県沖 28 28 7.1 浅野・他 (2004)

2011年宮城県沖 42 27 7.2 芝・野口 (2012)

2001年静岡県中部 7.2 4.2 5.3 森川・他 (2002)

2009年駿河湾 24 15.7 6.5 佐藤 (2010)

2011年駿河湾 6 6 6.2 国土地理院 (2012)

2001年芸予地震 23 18.4 6.7 森川・他 (2002)

○国内で発生したスラブ内地震の断層幅W（km）と断層長さL（km）
との関係を検討した結果、両者は比例関係にある。

W－L関係

W∝L

断層幅W－断層長さLの関係

W－L関係
⇒W∝L

地震モーメントMo

－断層幅Wの関係

M0 －S関係
⇒M0∝S3/2

M0－W関係
⇒M0 ∝W3

○スラブ内地震の地震モーメン
トM0は断層幅Wの3乗と比
例関係にある。

次ページに続く
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第253回
資料2-1 p.43一部修正＜補足説明資料④-25 海洋プレート内地震の地震発生層の地域性を考慮した地震規模の検討＞

検討結果

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



＜太平洋プレート（北海道）＞

・地震発生層の幅：40km程度

・地震規模：日本周辺の太平洋プレートで

発生した地震の最大規模M8.2

（1994年北海道東方沖地震）

＜フィリピン海プレート（東海域）＞

・地震発生層の幅：10km程度

・地震規模：フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）

で発生した地震の最大規模M7.0

（1855年遠州灘の地震）

・地震規模Mから地震モーメントM0を求める際には佐藤(1989)のM0－M関係式を用いる。

logM0(dyne-cm) = 1.5M + 16.2

○「太平洋プレート（北海道）における地震発生層の幅及び最大規模」と「フィリピン海プレート（東海域）における地震発生層の幅及び

最大規模」で表される２点を通る直線は、地震モーメントM0と断層幅Wのスケーリング則（M0∝W3）で説明される。

地震発生層の地域性を考慮すると、太平洋プレート（北海道）でM8クラスの地震が発生することと
フィリピン海プレート（東海域）でM7クラスの地震が発生することは等価であると考えられる。

前ページからの続き

各地域の既往最大地震に対するM0－W関係の適用
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第253回
資料2-1 p.44一部修正＜補足説明資料④-25 海洋プレート内地震の地震発生層の地域性を考慮した地震規模の検討＞

検討結果

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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補足説明資料④-26

海洋プレート内地震の地震規模に関する検討



（浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピン海プレート）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

浜岡原子力発電所周辺に沈み込むフィリピン海プレート

第482回
資料2-1 p.56一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

○浜岡原子力発電所は、フィリピン海プレートが沈み込む領域のうち、地震調査委員会(2009)による領域１（南海トラフ沿い）
の東端に位置する。

○フィリピン海プレートでは、九州・パラオ海嶺を境として形成年代の異なる海盆が沈み込み、この海嶺より東側には若い四国海盆
が、西側には古い西フィリピン海盆が沈み込んでいる。

○領域１（南海トラフ沿い）は四国海盆が沈み込む領域（東海～紀伊～四国）に位置し、プレートの特徴が類似している。
また、領域１（南海トラフ沿い）の西端は、四国海盆と九州・パラオ海嶺の間に位置する遷移帯と概ね一致し、その以西では
プレートの特徴が変化している。

＜震源を予め特定しにくい地震の地域区分＞
（地震調査委員会(2009)に敷地位置、

領域の説明、赤い四角を加筆）

浜岡原子力発電所

＜フィリピン海プレートの海底地形＞
（地震調査研究推進本部HPに赤い四角を加筆）

フィリピン海プレート
（領域１：南海トラフ沿い）

＜フィリピン海プレートの構造変化＞
（地震調査委員会(2013)に赤い四角を加筆）



（フィリピン海プレートで発生した地震の地震規模（領域１：南海トラフ沿い））

○地震規模の検討に際して、海洋プレート内地震は内陸地殻内地震やプレート間地震に比べ短周期地震波の励起が大きいため、主に内陸地殻内地震の
地震規模を推定するために用いられてきた従来の手法を海洋プレート内地震の歴史地震に適用すると、地震規模は過大に評価される可能性がある。

○そこで、神田・武村(2013)等では、地域的な距離減衰特性や観測地点の揺れ易さを考慮した海洋プレート内地震の特性を検討し、フィリピン海プレートで
発生した海洋プレート内地震の歴史地震について地震規模を再評価している。

＜分析に用いるスラブ内地震の震央分布＞ ＜マグニチュードに対する距離で補正した震度＞

59.336.1log37.4  JMXI

作成した震度距離減衰式

1855年遠州灘の地震の震度分布（M=7.0～7.5）
（宇佐美（2010）による）

＜東海域の震度観測点の相対震度Ir＞ ＜地盤増幅率により補完した相対震度Ir分布＞

震度距離減衰

宇佐美（2010）の震度分布に
相対震度を考慮した補正震度を
ターゲットとし、作成した震度距離
減衰式を用いてMを再推定

＜地震規模の再評価の例＞
（1855年遠州灘の地震）

M7.0

地震規模の再評価の概要（神田・武村(2013)による）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

フィリピン海プレートで発生した地震の地震規模（領域１：南海トラフ沿い）

第482回
資料2-1 p.57再掲

J-SHISに基づく
地 盤 増 幅 率
（Vs400m/s

以浅）により、
観測点間の相
対震度を補完



＜フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）で発生した主な海洋プレート内地震の地震規模＞

○：歴史地震の再評価M

○：近年発生した地震の気象庁M

フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）
（地震調査委員会(2009)による）

沈み込んだ海洋プレート内地震

沈み込む海洋プレート内地震

○フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ
沿い）を対象として、神田・武村(2013)等
による歴史地震の地震規模の再評価結果
に気象庁による近年発生した主な地震の
地震規模を加えて、海洋プレート内地震の
地震規模について検討する。

【沈み込んだ海洋プレート内地震】
○敷地に近い地震として、1589年駿河・遠江
の地震及び1686年遠江・三河の地震及び
2009年駿河湾の地震（本震）の規模は
M6.6～6.7となっており、敷地から200km程
度離れているが、1819年伊勢・美濃・近江
の地震及び1899年紀伊半島南東部の地
震の規模はM6.9となっている。
また、1854年安政東海地震の最大余震で
ある1855年遠州灘の地震の規模はM7.0と
なっている。

【沈み込む海洋プレート内地震】
○敷地に比較的近い地震はこれまで知られて
おらず、敷地から200km程度離れているが、
2004年紀伊半島南東沖の地震（本震）
の規模はM7.4となっている。 ・1855年遠州灘の地震は、1854年安政東海地震の最大余震であり、プレート間地震と考えられるが、有感範囲が広く、震源近傍の地点

では震度Ⅶとなっており、震源が敷地に比較的近いことを踏まえ、神田・武村(2013)において海洋プレート内地震として再評価された地震
規模を示す。

浜岡原子力発電所
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第482回
資料2-1 p.58一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

フィリピン海プレートで発生した地震の地震規模（領域１：南海トラフ沿い）



○1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの
特徴は、浜岡原子力発電所が位置する東海域
におけるプレートの特徴と大きく異なることを確認
した。

○1769年日向・豊後の地震に関する検討及び
当該地震が発生したプレートの特徴を整理する。

○地震調査委員会(2014)に示された1911年奄美
大島近海の地震に関する検討及び当該地震が
発生したプレートの特徴を整理する。

○1911年奄美大島近海の地震はプレート間地震の
可能性が高いこと、当該地震が発生したプレートの
特徴は、浜岡原子力発電所が位置する東海域に
おけるプレートの特徴と大きく異なることを確認した。

検討①：1769年日向・豊後の地震 検討②：1911年奄美大島近海の地震

敷地で考慮する検討用地震の地震規模を設定する。

・基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）：M7.0

・地震規模の不確かさ：M7.4
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

検討概要
（全体）

第482回
資料2-1 p.59一部修正

・下段の記載を修正。

国内外でフィリピン海プレート（南海トラフ沿い）と
類似したプレートで発生した地震
（補足説明資料④-24参照）

フィリピン海プレート（南海トラフ沿い）で
発生した沈み込んだ海洋プレート内地震

（補足説明資料④-21参照）

地震発生層の地域性を考慮した地震規模の想定
（補足説明資料④-25参照）

台湾南西部（遷移帯）で発生した地震
（補足説明資料④-24参照）

検討用地震（地震動の顕著な増幅をしない）の選定
における沈み込む海洋プレート内地震に係る検討

（補足説明資料④-28参照）



＜1769年日向・豊後の地震＞
（神田・武村(2013)に領域名、赤い四角を加筆、

領域を青線で重ね描き）

1769年日向・豊後の地震に関する検討及び当該地震が発生したプレートの特徴を整理する。

＜地震規模の再評価に係る文献調査＞
○神田・武村(2013)では、1769年日向・豊後の地震の地震規模に
ついて、松浦・他(2003)による震度分布に基づき、Mj7.4として再
評価している。

○松浦・他(2003)による震度分布について、同論文では広範囲の大
規模風水害の影響が加わっていること等を指摘している。

＜プレート間地震の可能性に係る検討＞
○神田・武村(2013)による指摘や当該地震の震央周辺で近年発生
した地震を踏まえると、 1769年日向・豊後の地震はプレート間地
震の可能性がある。

1769年日向・豊後の地震に関する検討

○1769年日向・豊後の地震の震央位置は九州・パラオ海嶺や曲げフロントの延長線上に位置する。
・九州・パラオ海嶺はフィリピン海プレートの特徴が変化する分岐線であり、地殻が厚く、年代が古いといった特徴
を有する。
・曲げフロントはプレートの傾斜が急になる変曲点であり、他の領域に比べて曲げによる大きな力がプレートにかか
り、プレートの応力状態も変化している。

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴は、浜岡原子力発電所が位置する東海域におけるプレート
の特徴と大きく異なることを確認した。

領域１（南海トラフ沿い）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

検討概要
（1769年日向・豊後の地震）

第482回
資料2-1 p.60一部修正

・上段箱書き「コメントを踏まえて、」を削除。
・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○神田・武村(2013)では、1769年日向・豊後の
地震の地震規模について、松浦・他(2003)によ
る震度分布に基づき、スラブ内地震としてMj7.4

と再評価している。
○また、断層位置を変えたグリッドリサーチから観測
震度と計算震度の残差を求め、残差の最も小さ
くなる領域が松浦・他(2003)による震央位置
（日向灘）と重なることから、1769年日向・豊
後の地震は日向灘で発生した可能性が高いとし
ている。

＜1769年日向・豊後の地震の再評価＞
（神田・武村(2013)に図名称を加筆）

震度分布・震央 仮定断層

震度距離減衰

計算震度と観測震度
の残差

Mj7.4
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震に関する検討
（地震規模の再評価に係る文献調査）

第482回
資料2-1 p.61一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○前述のとおり、神田・武村(2013)では、1769年日向・豊
後の地震について、松浦・他(2003)による震度分布に基
づき、地震規模を再評価している。

○松浦・他(2003)による震度分布に関して、同論文では
「地震発生前の多量の降雨、地震発生後の低気圧の
通過による広範囲の大規模風水害の影響が加わってい
ること」、「原文書不明で信憑性が低い情報が含まれてい
ること」が指摘されている。

○また、宮崎県側の被害や風雨により増幅された被害の割
引等を考慮して、この地震の規模をM7.2程度と再評価
している。

＜1769年日向・豊後の地震の震度分布＞
（松浦・他(2003)による）

（地震規模の再評価に係る文献調査）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震に関する検討
（地震規模の再評価に係る文献調査）

第482回
資料2-1 p.62再掲



＜近年日向灘沖で発生した地震（Mj≧6.5、体感震度3以上）＞
（神田・武村(2013)にプレート間地震を示す赤い四角を加筆）

＜1769年日向・豊後の地震の津波波源＞
（羽鳥(1985)による）

プレート間
地震

○神田・武村(2013)では、スラブ内地震として1769年日向・豊後の地震の地震規模（Mj7.4）を再評価しているが、以下の
観点から、当該地震がプレート間地震の可能性もあると指摘している。
・羽鳥(1985)は、当該地震の津波の波源域を特定している。
・LT型（プレート間地震）である1941年の地震（M7.2）における震度５の分布の広がりが当該地震と類似している。

○その他、1769年日向・豊後の地震が発生した日向灘において、1926年から1996年に発生した地震（Mj≧6.5、体感震
度3以上）のほぼ全てがプレート間地震であることを、神田・武村(2013)に示されている。

1769年日向・豊後の地震は、プレート間地震の可能性があると考えられる。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震に関する検討
（プレート間地震の可能性に係る検討）

第482回
資料2-1 p.63一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○1769年日向・豊後の地震の震央位置とフィリピン海プレートの構造との関係によると、1769年日向・豊後の地震の震央
は九州・パラオ海嶺の延長線上に位置する。

○九州・パラオ海嶺は、フィリピン海プレートの特徴が変化する分岐線であり、この海嶺の特徴の一つとして、他の領域に比べ
地殻が厚くなっている。

＜1769年日向・豊後の地震の震央位置とフィリピン海プレートの構造との関係＞
（地震調査研究推進本部(2013)に1769年日向・豊後の地震の震央位置を加筆）

＜九州周辺に沈み込むフィリピン海プレートの断面＞
（地震調査研究推進本部(2013)に九州パラオ海嶺の地殻の説明を加筆）

地殻が厚くなって
いる部分

★：1769年日向・豊後の地震の震央位置
（神田・武村(2013)による）

★
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴
（九州・パラオ海嶺）

第482回
資料2-1 p.64一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○九州パラオ海嶺は、約5000万年前に赤道付近で誕生した古伊豆・小笠原島弧が、約2500万年前に九州・パラオ海嶺と
伊豆・小笠原島弧に分裂した際の残留島弧であり、その年代は、浜岡原子力発電所が位置する東海域の下に沈み込む
四国海盆（27～9Ma）に比べ古い。

・古伊豆・小笠原島弧の南
部で島弧が分裂を開始

・分裂が北部にも及び、九州・パ
ラオ海嶺を置き去りにして伊
豆・小笠原島弧が東へ移動し、
四国海盆が拡大
・1500万年前に拡大終了

浜岡原子力発電所

＜四国海盆の形成＞
（巽(2011)に敷地位置、島弧・海嶺の位置、赤い四角を加筆）

・赤道付近において、古伊
豆・小笠原島弧が誕生

古伊豆・小笠原島弧

古伊豆・小笠原島弧

伊豆・小笠原島弧

九州・パラオ海嶺

・フィリピン海プレートの南海トラフ
での沈み込み
・伊豆・小笠原島弧の北進と本
州弧への衝突

九州・パラオ海嶺

伊豆・
小笠原島弧

（九州・パラオ海嶺）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴
（九州・パラオ海嶺）

第482回
資料2-1 p.65一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



＜九州周辺に沈み込むフィリピン海
プレートで発生したスラブ内地震

の上面コンター＞
（松崎・他(2003)による）

＜九州周辺に沈み込むフィリピン海プレートで発生したスラブ内地震の傾斜および曲げフロント＞
（松崎・他(2003)に曲げフロント、 1769年日向・豊後の地震の震央位置を加筆）

松崎・他(2003)による
曲げフロントの延長線

★ 1769年日向・豊後の地震の
震央位置（神田・武村(2013)による）

曲げフロント
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴
（曲げフロント）

第482回
資料2-1 p.66一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

○松崎・他(2003)では、九州と四国の間に、プレートの傾斜が急になる変曲点として、曲げフロントを求めている。
○1769年日向・豊後の地震の震央は、この曲げフロントの延長線上に位置しており、他の領域に比べて、曲げによる大きな力が
プレートに働いていると考えられる。



○Xu and Kono(2002)によると、南海トラフのスラブ内地震には2つの応力場があり、西四国から紀伊半島にかけてのダウン
ディップコンプレッション型（DDC型）（下図の(A), (B)）と西四国から九州にかけてのダウンディップエクステンション型
（DDE）（下図の(C)）に分けられるとしている。

○これらの違いは、スラブの年代、深さ、傾斜、プレートのカップリングに起因するとして、西四国から紀伊では、若いスラブが低
角で沈み込み、スラブの先端では大きな抵抗力が働いているためDDC型となっているに対し、西四国から九州では、古い
スラブが160kmの深さまで沈み込んでいるため、DDE型となっているとしている。

○1769年日向・豊後の地震の震央は下図の(C)に相当する。

＜南海トラフから沈み込むフィリピン海プレート内で発生したスラブ内地震のP,T軸分布＞
（Xu and Kono(2002)に1769年日向・豊後の地震の震央位置を加筆）

★

1769年日向・豊後の地震の震央位置
（神田・武村(2013)による）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴
（プレートの応力状態）

第482回
資料2-1 p.67一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



＜ 1769年日向・豊後の地震＞
（神田・武村(2013)に赤い四角を加筆）

1769年日向・豊後の地震に関する検討及び当該地震が発生したプレートの特徴を整理する。

＜地震規模の再評価に係る文献調査＞
○神田・武村(2013)では、1769年日向・豊後の地震の地震規模に
ついて、松浦・他(2003)による震度分布に基づき、Mj7.4として再
評価している。

○松浦・他(2003)による震度分布について、同論文では広範囲の大
規模風水害の影響が加わっていること等を指摘している。

＜プレート間地震の可能性に係る検討＞
○神田・武村(2013)による指摘や当該地震の震央周辺で近年発生
した地震を踏まえると、 1769年日向・豊後の地震はプレート間地
震の可能性がある。

1769年日向・豊後の地震に関する検討

○1769年日向・豊後の地震の震央位置は九州・パラオ海嶺や曲げフロントの延長線上に位置する。
・九州・パラオ海嶺はフィリピン海プレートの特徴が変化する分岐線であり、地殻が厚く、年代が古いといった特徴
を有する。
・曲げフロントはプレートの傾斜が急になる変曲点であり、他の領域に比べて曲げによる大きな力がプレートにかか
り、プレートの応力状態も変化している。

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴

1769年日向・豊後の地震が発生したプレートの特徴は、浜岡原子力発電所が位置する東海域におけるプレート
の特徴と大きく異なることを確認した。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

小括
（1769年日向・豊後の地震）

第482回
資料2-1 p.68一部修正

・上段箱書き「コメントを踏まえて、」を削除。
・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



検討概要（ 年奄美大島近海の地震）

○地震調査委員会(2014)では、地震活動モデルの不確実性を大きくとった検討用モデルを
基本に、地震動予測地図を作成しており、敷地が位置する領域１（南海トラフ沿い）
のプレート内地震の最大規模について、1911年奄美大島近海の地震と同程度の地震が
発生し得ると仮定し、M8.0と設定している。

1911年奄美大島近海の地震に関する検討

○フィリピン海プレートの特徴は、九州パラオ海嶺やトカラ海峡を境として変化しており、1911年奄美大島近海の地震が発生した南西諸島領
域のプレートの特徴は浜岡原子力発電所が位置する東海域と大きく異なる。

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴

○1911年奄美大島近海の地震の震源要素について、理科年表や新編日本地震総覧等
に記載された値（深さ100km、M8.0）が通説となっており、この震源要素は宇津
(1979)に示されたものである。

○後藤(2013)によると、通説となっている震源要素について、この震央付近でのプレート境
界の深さは10km程度であり、深さ100kmで地震が発生することは現在の地震学の常識
では考えにくいこと等を指摘している。

○また、最新の知見に基づき震源を再決定した結果、1911年奄美大島近海の地震は、
深さ10km程度で発生したプレート間地震の可能性が大きいとしている。

○通説のとおり、1911年奄美大
島近海の地震が深さ100km程
度で発生した深いスラブ内地震
であると仮定しても、敷地周辺
は浅いスラブ内地震が発生する
地震発生環境（深さ 20～
30km程度）にあるため、このよ
うな深いスラブ内地震は発生し
ない。

地震調査委員会(2014)に示された1911年奄美大島近海の地震に関する検討及び当該地震が発生したプレートの特徴を整理する。

○1911年奄美大島近海の地震はプレート間地震の可能性が高いこと、当該地震が発生したプレートの特徴は、浜岡原子力発電所が位置
する東海域におけるプレートの特徴と大きく異なることを確認した。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

検討概要
（1911年奄美大島近海の地震）

第482回
資料2-1 p.69一部修正

・上段箱書き「コメントを踏まえて、」を削除。



○地震調査委員会(2014)では、地震活動モデルの不確実性を大きくとった検討用モデルを基本に、地震動予測地図を
作成しており、敷地が位置する領域１（南海トラフ沿い）のプレート内地震の最大規模について、1911年奄美大島近
海の地震と同程度の地震が発生し得ると仮定し、M8.0と設定している。

＜フィリピン海プレートの震源断層を予め特定しにくい地震の地域区分＞
（地震調査委員会(2014)に敷地位置を加筆）

＜地域区分毎の最大マグニチュードと設定根拠＞
（地震調査委員会(2014)に赤い四角を加筆）

浜岡原子力発電所
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震に関する検討
（地震調査委員会(2014)）

第482回
資料2-1 p.70一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



年奄美大島近海の地震に関する検討（宇津 ）

宇津(1979)

○S-P時間からは震央は決まらないが、喜界島での被害が
最も大きかったことからその付近とみるのが自然である。

○津波があったことや、被害が大きかったことから深さ
160kmではやや深すぎるが、震度5の範囲が遠くまで及
んでいる割に震央付近の被害が甚だしくないこと、地震
記録（今村(1913)）を見るとごとく浅い地震ではないよ
うにみえること、余震が多数観測されたことなどから、深さ
を100km程度と考えた。

○27か所の最大振幅を用いてMを求めると7.8となる。
○震度4の区域の半径を450kmとみて、浅発地震用の式
をそのまま用いるとM8.3となり、また最大有感距離は
1200kmに及ぶので、浅い地震ならば優にM8は超えて
いることになる。ここではM8.0としておく。

＜1911年奄美大島近海の地震の震源要素及び震度分布＞
（宇津(1979)による）

○後藤(2013)によると、1911年奄美大島近海の地震の震源要素は、理科年表や新編日本被害地震総覧等に記載された
北緯28.0度、東経130.0度、深さ100km、M8.0が通説となっており、この震源要素は、先行研究である宇津(1979)の値
が引用されている。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震に関する検討
（宇津(1979)）

第482回
資料2-1 p.71再掲



1911年奄美大島近海の地震に関する検討（後藤(2013)）

大森(1911)

今村(1913)

Central Meteorological 

Observatory(1952)

宇津(1979、1982)

Kawasumi(1951)

Gutenberg and Richter(1954)

志田(1991)

＜各研究者による1911年奄美大島近海の地震の震央位置＞（後藤(2013)に各震央位置の根拠となる文献を加筆）
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震に関する検討
（後藤(2013)）

○通説となっている1911年奄美大島近海の地震の震源要素について、後藤(2013)は以下のとおり指摘している。
• 喜界島の南方沖およそ30kmに位置する震央付近でのプレート境界の深さは10km程度であり、深さ100kmで地震が発生
することは現在の地震学の常識では考えにくい。

• 震源の深さは、宇津(1979)によって新規に導入された定性的な推測値にすぎない。
• 1911年奄美大島近海の地震については、Kawasumi(1951)、Central Meteorological Observatory(1952)、

Gutenberg and Richter(1954)などの報告があるが、震央のばらつきが大きい。
• 宇津(1979)が震源の深さを100kmとした理由のひとつに、明文化はされていないが、津波が小さかった（と思われていた）
ことがあると推測される。

第482回
資料2-1 p.72一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



1911年奄美大島近海の地震に関する検討（後藤(2013)）

○後藤(2013)では、前述のとおり、宇津(1979)が震源の深さを100kmとした理由のひとつに、明文化はされていないが、
津波が小さかった（と思われていた）ことがあると推測している。

○同論文では、1911年奄美大島近海の地震のマグニチュードが宇津(1979)やKawasumi(1951)、 Gutenberg

and Richter(1954)が示したM8.0～8.2から大きく変わらないとすると、都司(1997)や筆者が口頭伝承から明らか
にした津波の高さ（下記参照）は地震の規模と比べて標準的な値であり、すなわち、口承されている津波の高さ
は、1911年奄美大島近海の地震は稍深発地震ではなく、津波を伴う通常の（浅い）地震と考えてよいことを示
している。

＜都司 (1997)＞
・口頭伝承であるが、喜界島赤連の市街に浸水した津波は、中心街を超えて「丘のふもとまで」達した、と伝えられている。この伝承の通りだとすれ
ば、津波は赤連で標高8mほどのところまで達したことになる。
・荒木では、海岸道路から約200mはいった市街地内T字路に海水が達したと伝承されており、このT字路の山側にお住まいの久保氏宅の敷地に
浸水した。この標高は5.5mであって、明治奄美大島近海地震津波の大きさの一端を知ることができる。

＜岩本・後藤(2013)＞
・著者のひとりは奄美大島の龍郷で標高5m程度まで浸水したとの話を聞いた。
・明治喜界島近海地震によって励起された津波については、喜界島で34、奄美大島で19、加計呂間島で2つの情報が得られた。
・喜界島の西海岸では5m以上の津波が到来している。
・奄美大島では5m以上の津波が到来しており、概して東海岸の方が西海岸より大きかった。
・なお、聞き取り調査から推定された津波高の最高値は喜界島中里で10mである。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震に関する検討
（後藤(2013)）

第482回
資料2-1 p.73再掲



＜1911年奄美大島近海の地震の震央位置＞
（後藤(2013)に各島名称、各震源位置の情報を加筆）

1911年奄美大島近海の地震に関する検討（後藤(2013)）

後藤(2013)により再決定
された震源位置

宇津(1979)：通説となって
いる震源位置

○後藤(2013)では、前述の指摘を踏まえ、観測記録を収集し、再検測したS-P時間を用いて、以下のとおり、1911年奄美大島近海の地震
の震源決定を行っている。
・ 推定された震源は北緯28.7度、東経130.6度であり、通説となっていた北緯28.0度、東経130.0度とは喜界島を挟んで逆方向におよそ

100km離れた結果となっている。
・ 震源深さについては、震源決定からは60kmと求まったものの、後藤・他(2008)によるこの領域の最新の震源分布を参考にすると、実際には
深さ10km程度であったと考えた方がよいとし、それによるS-P時間のrmsも大差がない。

⇒1911年奄美大島近海の地震は、喜界島の北東60km付近の深さ10km程度で発生したプレート間地震の可能性が大きいとしている。

＜奄美大島近海の最新の震源分布＞
（後藤(2013)に島名称、震源位置の情報を加筆）

後藤(2013)により
再決定された震源

奄美大島

奄美大島

喜界島
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911奄美大島近海の地震に関する検討
（後藤(2013)）

第482回
資料2-1 p.74一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



浜岡原子力発電所
▼：観測点

・Double-difference tomography法（Zhang and Thurber(2003)）に基づき震源位置を再決定。
→陸域では観測点が多いため、震源再決定精度が高く、地震発生層の幅は10km程度。
→敷地から海域にかけては観測点が少ないため、震源再決定精度は陸域より劣り、再決定した震源位置
の分布にはばらつきが見られ、敷地周辺の地震発生層の幅は13km程度。

▽敷地

＜敷地周辺の震源鉛直分布＞
（震源再決定）

○通説のとおり、1911年奄美大島近海の地震が深さ100km程度で発生した深いスラブ内地震（M8.0）であると仮定しても、
敷地周辺は浅いスラブ内地震が発生する地震発生環境（深さ20～30km程度）であるため、このような深いスラブ内地震
は発生しない。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911奄美大島近海の地震に関する検討
（敷地周辺の地震発生環境）

第482回
資料2-1 p.75再掲



奄美大島

喜界島

＜1911年奄美大島近海の地震が発生した領域＞（田中・他(2008)に拡大範囲を示す赤い四角・線、島名称、地形名称、震源位置の情報を加筆）

★

1911年奄美大島近海の
地震の震央位置
（後藤(2013)）

○1911年奄美大島近海の地震の震央（後藤(2013)による）は、九州パラオ海嶺より南西側の琉球海溝からユーラシア
プレートの下にフィリピン海プレートが沈み込んでいる南西諸島領域に位置している。

○琉球海溝から沈み込むフィリピン海プレートには、九州パラオ海嶺と同じ古島弧である奄美海台、大東海嶺、沖大東海
嶺が存在しており、年代は50Ma以前である。

奄美海台

トカラ海峡
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴
（概要）

第482回
資料2-1 p.76一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○長宗(1987)によると、トカラ海峡付近を境にして、その北と南とでは等深線の間隔及び走向が大きく違っており、プレートの
沈み込みについて、トカラ海峡の北では途中で高角に変化しているのに対し、トカラ海峡の南では緩やかに変化している。

（トカラ海峡を境としたプレートの特徴の変化）

トカラ海峡

＜沈み込んだフィリピン海プレートの等深線＞
（長宗(1987)にトカラ海峡の位置を加筆）

＜琉球海溝から沈み込んだフィリピン海プレートの形状＞
（長宗(1987)に深さを加筆）

80km

150km
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴
（トカラ海峡を境としたプレートの特徴の変化）

第482回
資料2-1 p.77一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○Shiono et al.(1980)によると、トカラ海峡を境として、やや深発地震の発震機構が異なっており、プレートの応力状態は、
トカラ海峡より北ではダウンディップテンション型、トカラ海峡より南ではダウンディップコンプレッション型となっている。

＜九州から南西諸島領域におけるプレートの応力状態＞
（Shiono et al.(1980)にトカラ海峡の位置を加筆）

（トカラ海峡を境としたプレートの特徴の変化）

（トカラ海峡より北側）

（トカラ海峡より南側）（平面図）

トカラ海峡
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴
（トカラ海峡を境としたプレートの特徴の変化）

第482回
資料2-1 p.78一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○フィリピン海プレートの特徴は、九州パラオ海嶺やトカラ海峡を境として変化しており、1911年奄美大島近海の地震が発生した
南西諸島領域のプレートの特徴は、浜岡原子力発電所が位置する東海域と大きく異なる。

No. 諸元 東海 紀伊 四国 九州 南西諸島

1 プレート年代 27~9Ma 19～15Ma 27～15Ma 50Ma以前

2 沈み込み速度 49mm/年 53mm/年 54mm/年 59mm/年 61～73mm/年

3 沈み込み形状 湾曲 湾曲 湾曲・直線的 直線的 直線的

4 沈み込み角度 緩やかでほぼ一定 途中で高角に変化 緩やかに変化

5 スラブ厚さ 40km以下 40km以下 30～50km 60km以下 －

6 地震活動 一重 二重 二重 二重 －

7 
地震発生の
下端深さ

60km程度 70km程度 40km程度
160～200km

程度
250～300km

程度

8 地震発生層の幅 10km程度 10km程度 10km程度 10km程度 20-30km程度

フィリピン海プレートの各地域の特徴

△
九州・パラオ海嶺

△
トカラ海峡

（フィリピン海プレートの各地域の特徴）

1911年奄美大島近海の地震が発生した領域

浜岡原子力発電所が位置する領域
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴
（フィリピン海プレートの各地域の特徴）

第482回
資料2-1 p.79再掲



小括（1911年奄美大島近海の地震）

○地震調査委員会(2014)では、地震活動モデルの不確実性を大きくとった検討用モデルを
基本に、地震動予測地図を作成しており、敷地が位置する領域１（南海トラフ沿い）
のプレート内地震の最大規模について、1911年奄美大島近海の地震と同程度の地震が
発生し得ると仮定し、M8.0と設定している。

1911年奄美大島近海の地震に関する検討

○フィリピン海プレートの特徴は、九州パラオ海嶺やトカラ海峡を境として変化しており、1911年奄美大島近海の地震が発生した南西諸島領
域のプレートの特徴は浜岡原子力発電所が位置する東海域と大きく異なる。

1911年奄美大島近海の地震が発生したプレートの特徴

○1911年奄美大島近海の地震の震源要素について、理科年表や新編日本地震総覧等
に記載された値（深さ100km、M8.0）が通説となっており、この震源要素は宇津
(1979)に示されたものである。

○後藤(2013)によると、通説となっている震源要素について、この震央付近でのプレート境
界の深さは10km程度であり、深さ100kmで地震が発生することは現在の地震学の常識
では考えにくいこと等を指摘している。

○また、最新の知見に基づき震源を再決定した結果、1911年奄美大島近海の地震は、
深さ10km程度で発生したプレート間地震の可能性が大きいとしている。

地震調査委員会(2014)に示された1911年奄美大島近海の地震に関する検討及び当該地震が発生したプレートの特徴を整理する。

○ 1911年奄美大島近海の地震はプレート間地震の可能性が高いこと、当該地震が発生したプレートの特徴は、浜岡原子力発電所が位置
する東海域におけるプレートの特徴と大きく異なることを確認した。

○通説のとおり、1911年奄美大
島近海の地震が深さ100km程
度で発生した深いスラブ内地震
であると仮定しても、敷地周辺
は浅いスラブ内地震が発生する
地震発生環境（深さ 20～
30km程度）にあるため、このよ
うな深いスラブ内地震は発生し
ない。
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＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

小括
（1911年奄美大島近海の地震）

第482回
資料2-1 p.80一部修正

・上段箱書き「コメントを踏まえて、」を削除。



412

○フィリピン海プレート（南海トラフ沿い）で発生した沈み込んだ海洋プレート内地震の最大規模、当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した
地震の最大規模、地震発生層の地域性を考慮した地震規模の想定を踏まえて、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の地震規
模M7.0を考慮する。地震規模の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）以外の震源モデルも、同様にM7.0とする。

○上記以外で発生した地震及びプレートの特徴を検討した結果、2004年紀伊半島南東沖の地震（M7.4）を踏まえるとともに、台湾南西部（遷移
帯）で発生した地震（M6.9,M7.2）、1769年日向・豊後の地震（M7.4）等を確認し、地震規模の不確かさとして、M7.4を考慮する。
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M7.0

国内外で
フィリピン海プレート
（南海トラフ沿い）と
類似したプレートで
発生した地震

M6.8

フィリピン海プレート
（南海トラフ沿い）で
発生した沈み込んだ
海洋プレート内地震

地震発生層の地域性を
考慮した地震規模の想定

M7.0

沈み込んだ海洋プレート内地震の地震規模

（基本震源モデル）M7.0

ファンデフカプレート
（Cascadia沈み込み帯）で

発生した地震

1855年遠州灘の地震

太平洋プレート
（Mj8.2、W40km）

フィリピン海プレート
（南海トラフ沿い）
（Mj7.0、W10km）

（スケーリング
を考慮）

≒

沈み込んだ海洋プレート内地震の地震規模

（地震規模の不確かさ）M7.4

2004年紀伊半島
南東沖の地震

M7.4

第253回審査会合 第482回審査会合

地震規模の不確かさとして
M7.4を考慮する

沈み込む海洋プレート
内地震であるが、フィリ
ピン海プレート（南海
トラフ沿い）で発生

台湾南西部
（遷移帯）で
発生した地震

M6.9

M7.2
当該地震が発生し
たプレートの特徴は
敷地周辺と異なる
が、大陸性地殻と
海洋性地殻の遷移
帯で発生

1769年
日向・豊後の

地震

M7.4
当該地震が発生し
たプレートの特徴は
敷地周辺と異なる
が、フィリピン海プ
レート（南海トラフ
沿い）に近い領域
で発生

・1911年奄美大島近海の地震
（M8.0）については、プレート間
地震の可能性が高く、当該地震
が発生したプレートの特徴は敷
地周辺と大きく異なるため、不確
かさとして考慮しない。

第882回
資料1-3 p.73一部修正＜補足説明資料④-26 海洋プレート内地震の地震規模に関する検討＞

地震規模の想定

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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補足説明資料④-27

海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層
傾斜角は、敷地周辺で発生した地震のうち、最大規模の地震
であり、敷地への影響が最も大きかった2009年駿河湾の地震
（本震M6.5）の知見に基づき設定する。

○2009年駿河湾の地震の余震分布、CMT解（共役断層）、
特性化震源モデルに基づき断層傾斜角を整理した結果、35°～
68°となり、平均値は47.1°となった。

⇒基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層
傾斜角は、平均値に基づき45°として設定し、整理結果の幅
（35°～68°）は、以降に示す断層傾斜角の不確かさとして考
慮する。

余震分布

基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）  

アスペリティ１

アスペリティ２

余震１

余震３

文献等
断層傾斜角（°）

北部 南部

余震分布 35 50

CMT解 47（51※）

特性化
震源モデル

当社モデル 37 68

川辺・他(2009) 47

倉橋・他(2009) 35 50

浅野・岩田(2010) 37 58

(財)地域地盤環境研究所(2010) 47 59

佐藤(2010) 35 50

平均値
47.1

（35～68）

＜2009年駿河湾の地震の断層傾斜角＞

※CMT解の共役断層面のうち、実際に破壊した断層面を（ ）外に、これ以外の断層面を（ ）内に示す。

2009年駿河湾の
地震（本震）の
特性化震源モデル
（当社作成）
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＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層傾斜角の設定

第482回
資料2-1 p.88一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜2009年駿河湾の地震の余震分布＞
（防災科学技術研究所HPによる）



○断層傾斜角の不確かさの考慮に関して、前述の2009年駿河湾の地震の整理結果の幅（35°～68°）の他、敷地
周辺で発生した地震、その他のフィリピン海プレートで発生した地震、類似する海洋プレート（ファンデフカプレート）で
発生した地震を対象として、断層傾斜角を整理する。

○その際には、特性化震源モデルや波形インバージョン等の実際に破壊した断層面が特定される研究成果の他、共役断
層面（２つの断層面）が示されるCMT解についても対象とする。

○また、コメントを踏まえて、プレートの摩擦や作用する応力の観点から想定される断層傾斜角を検討する。

断層傾斜角の不確かさの考慮（検討方針）

＜敷地周辺で発生した地震のCMT解＞

1997愛知県東部

2001静岡県中部

2009年駿河湾

2011年駿河湾

浜岡原子力発電所

地震 M 文献等
断層傾斜角
（°）

1997年愛知県東部の地震 5.9 CMT解 58（34※）

2001年静岡県中部の地震 5.3

特性化震源モデル
（森川・他(2010)）

36

CMT解 36（66※）

2011年駿河湾の地震 6.2
波形インバージョン
（気象庁(2012)）

31

CMT解 47（57※
）

※CMT解の共役断層面のうち、実際に破壊した断層面を（ ）外に、これ以外の断層面を（ ）内に示す。

整理①：敷地周辺で発生した地震

・敷地周辺で発生した地震の断層傾斜角を整理。

⇒31°～66°
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＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

断層傾斜角の不確かさの考慮
（検討方針）

第482回
資料2-1 p.89一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



整理②：その他のフィリピン海プレートで発生した地震
（2001年芸予地震）

地震 Mw 文献等
断層傾斜角
（°）

1949年 Olympia地震 6.8

波形インバージョン
（Ichinose et al.(2006)）

66

CMT解 66（31※）

1965年 Seattle地震 6.6

波形インバージョン
（Ichinose et al.(2004)）

70

初動解 70（25※）

2001年 Nisqually地震 6.8

波形インバージョン
（Ichinose et al.(2004)）

70

CMT解 68（22※）

地震 M 文献等 断層傾斜角（°）

2001年芸予地震 6.7

特性化震源モデル
（Asano et al.(2004)）

57

波形インバージョン
（関口・岩田(2002)）

57、60

波形インバージョン
（Kakehi(2004)）

60、63、67、70

CMT解 59（45※）

＜CMT解＞
（Kakehi et al.(2004)及び防災科学
技術研究所に震源位置を加筆）

★

＜特性化震源モデル＞
（Asano et al.(2004)による）

※CMT解の共役断層面のうち、実際に破壊した断層面を（ ）外に、これ以外の断層面を（ ）内に示す。

・ その他のフィリピン海プレートで発生した地震（2001年芸予地震）
の断層傾斜角を整理。

⇒45°～70°

整理③：類似する海洋プレート（ファンデフカプレート）
で発生した地震

・整理②、整理③で対象とした地震の発生場所におけるプレートの
沈み込みは、敷地周辺と同様、低角となっている。

（Ichinoce et al.(2006)に赤い四角を加筆）

・ フィリピン海プレートと特徴が類似
する海洋プレート（ファンデフカプ
レート）で発生した地震の断層
傾斜角を整理。

⇒22°～70°

※MT解の共役断層面のうち、実際に破壊した断層面を（ ）外に、これ以外の断層面を（ ）内に示す。
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＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

断層傾斜角の不確かさの考慮
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資料2-1 p.90一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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P ：海洋プレートの沈み込み方向に働く力
σ ：垂直応力
τ ：せん断応力

σ

τ

P

○プレートの沈み込みに伴い、プレートに加わ
る沈み込み方向の力による起震応力
（P）を仮定する。

○この起震応力が断層面にかかるとき、断層
面に平行方向の応力（せん断応力）をτ、
垂直方向の応力（垂直応力）をσとすると、
摩擦係数μは以下の式で表される。

○断層や岩石の摩擦に関する研究は、1960

年代からScholzやByerlee等により行われ
ており、一般に、岩石同士の接触面の摩擦
係数は約0.6～0.8である（海洋研究開発
機構(2011)等）。

○力のつりあいから、摩擦係数0.6～0.8になる
場合を想定すると、断層面がプレート上面と
なす角度θは、51～59度である。

○この角度に、敷地周辺におけるプレートの沈
み込み角度（12°）を考慮すると、想定さ
れる断層傾斜角は63～71°となる。

＜断層面と作用する応力の関係＞

プレートの沈み込み角度：12°

断層面がプレート上面と
なす角度：51~59°

断層面

断層傾斜角：63～71°

＜敷地直下のプレートの傾斜を考慮した断層傾斜角＞

水平面

θ

P

整理④：プレートの摩擦や作用する応力の観点から想定される断層傾斜角

μ= τ／σ

第482回
資料2-1 p.91再掲＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

断層傾斜角の不確かさの考慮

・「【コメント回答】」を削除。



○前述のとおり、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層傾斜角は、敷地周辺で発生した最大規
模の地震で、敷地への影響が最も大きかった2009年駿河湾の地震の断層傾斜角の平均値に基づき、45°として設定
する。

○断層傾斜角の不確かさについて、断層傾斜角の整理結果（共役断層面を含む）によると、20°～70°程度であるが、
安全評価上、敷地に対して最も厳しいディレクティビティ効果を考慮することとし、低角の20°及び高角の90°としたケース
を考慮する。

検討対象地震
断層傾斜角
（°）

2009年駿河湾の地震
35°～68°

（平均47.1°）

敷地周辺で発生した地震

1997年愛知県東部の地震
2001年静岡県中部の地震
2011年駿河湾の地震

31°～66°

その他のフィリピン海プレートで
発生した地震

2001年芸予地震 45°～70°

類似する海洋プレート（ファンデ
フカプレート）で発生した地震

1949年 Olympia地震
1965年 Seattle地震
2001年 Nisqually地震

22°～70°

プレートの摩擦や応力の観点から想定される角度 63°～71°

断層傾斜角の不確かさの考慮（まとめ）

・上記地震の発生場所において、いずれも、敷地周辺と同様、プレートの沈み込み角度は低角となっている。
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＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

断層傾斜角の不確かさの考慮
（まとめ）
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・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・表「（コメント回答）」を削除。



地震 文献 断層傾斜角の設定根拠

2009年駿河湾（本震）

川辺・他(2009)
CMT解（防災科学技術研究所 F-net）

余震分布（防災科学技術研究所 F-net）

倉橋・他(2009) 余震分布（気象庁・防災科学技術研究所）

浅野・岩田(2010)
初動発震機構解（気象庁）

CMT解（防災科学技術研究所 Hi-net）

(財)地域地盤環境研究所 (2010) CMT解（防災科学技術研究所 Hi-net, F-net）

佐藤(2010)
余震分布（東京大学地震研究所・防災科学技術研究所）

CMT解（東京大学地震研究所, 防災科学技術研究所 Hi-net,F-net）

2001年静岡県中部 森川・他(2010)
余震分布（防災科学技術研究所 Hi-net）

CMT解（防災科学技術研究所 Freesia）

2011年駿河湾 気象庁(2012) CMT解（気象庁）

2001年芸予

Asano et al.(2004) －

関口・岩田(2002)

初動発震機構解（気象庁）

CMT解（気象庁・防災科学技術研究所）

余震分布

Kakehi(2004)
初動発震機構解

余震分布（気象庁）

1949年Olympia Ichinose et al.(2006) CMT解（Ichinose et al.(2006)）

1965年Seattle Ichinose et al.(2004) 初動解（Langston and Blum(1977)）

2001年Nisqually Ichinose et al.(2004) CMT解

＜特性化震源モデル及び波形インバージョンの文献における断層傾斜角の設定根拠＞
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＜補足説明資料④-27 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の設定（補足）＞

（参考）特性化震源モデル等の断層傾斜角の設定根拠
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Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 420

補足説明資料④-28
海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する
検討



○沈み込んだ浅い海洋プレート内地震と沈み込む海洋プレート内
地震の震源モデルをそれぞれ想定し、 Noda et al.(2002)による
応答スペクトルの比較により、敷地への影響が大きいと考えられる
地震を検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）とし
て選定する。

・沈み込んだ浅い海洋プレート内地震
⇒「敷地下方の想定スラブ内地震」

・沈み込む海洋プレート内地震
⇒「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」

敷地下方の想定スラブ内地震
（沈み込んだ浅い海洋プレート内地震）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（沈み込む海洋プレート内地震）

断層位置 敷地下方※1 トラフ軸沿いの敷地に最も近い位置※1

地震規模 M7.0※2 M7.4※3

Noda et al.(2002)による
応答スペクトルの補正係数

４つの沈み込んだ海洋プレート内地震の観測記録
（2009年駿河湾の地震（本震）を含む）

2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録

※1：海洋プレート内地震の断層位置を予め特定することは困難と考え、安全評価上、断層位置を敷地に近づけることを前提とする。
※2：フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）で発生した沈み込んだ海洋プレート内地震の最大規模の他、当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで

発生した地震の最大規模や地震発生層の地域性を考慮した地震規模の想定を踏まえて、M7.0を用いる。
※3：フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）で沈み込む海洋プレート内地震の最大の値にあたる2004年紀伊半島南東沖の地震のM7.4を用いる。

敷地下方の
想定スラブ内地震

御前崎沖の
想定沈み込む

海洋プレート内地震
フィリピン海プレートの

上面深度

＜断層位置＞

＜諸元＞

第482回
資料2-1 p.4一部修正
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定（震源モデル））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○沈み込んだ浅い海洋プレート内地震「敷地下方の想定スラブ内地震」と沈み込む海洋プレート内地震「御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震」の震源モデルについて、Noda et al.(2002)による地震動評価結果（応答スペクトル）の比較により、施設の
主要周期帯を含む周期２秒以下では 「敷地下方の想定スラブ内地震」の方が大きい。

⇒「敷地下方の想定スラブ内地震」を検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）として選定する。

敷地下方の
想定スラブ内地震

御前崎沖の
想定沈み込む

海洋プレート内地震
フィリピン海プレートの

上面深度

＜断層位置＞
0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

敷地下方の想定スラブ内地震

(M7.0, Xeq31.1)

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

(M7.4, Xeq45.0)

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

h=0.05

＜Noda et al.(2002)による地震動評価結果の比較＞

周期２秒以上の長周期成分

○以降では、周期２秒以上の長周期成分で「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の方が大きくなっている要因を分析し、
敷地への影響の詳細を確認するため、断層モデルを用いた手法による地震動評価を行う。

第482回
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定（応答スペクトル））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・「コメントを踏まえて、」「コメント箇所」を削除。
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○海洋プレート内地震のNoda et al.(2002) による地震動評価では、観測記録を用いて応答スペクトルを補正しており、「御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震」では、2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録を用いている。

○敷地で観測された2004年紀伊半島南東沖の地震の加速度時刻歴波形では、40～90秒のCoda波部で表面波の卓越が見られる。これは、敷地
から当該地震の震源まで200km程度離れており、実体波に比べ、表面波が減衰しにくい特性に起因していると考えられる。
（実体波の幾何減衰：1/X、表面波の幾何減衰：（1/X）0.5 （X：距離））
○この表面波の影響によって、加速度フーリエスペクトルでは周期２秒以上の長周期成分が卓越している。
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＜敷地で観測された2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録（上図：加速度時刻歴波形、下図：加速度フーリエスペクトル）＞

周期２秒
以上

40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒

40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒

40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒

（NS方向） （EW方向） （UD方向）

周期２秒
以上

周期２秒
以上
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の分析（2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



＜敷地で観測された2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録（上図：加速度時刻歴波形、下図：応答スペクトル）＞
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○2004年紀伊半島南東沖の地震の応答スペクトルにおいても、 40～90秒のCoda波部における表面波の影響によって、
周期２秒以上の長周期成分が卓越している。
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40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒

40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒

40～90秒
（Coda波部の表面波）0～40秒
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の分析（2004年紀伊半島南東沖の地震の観測記録））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○前述のとおり、敷地からの距離が離れた2004年紀伊半島南
東沖の地震（M7.4）の観測記録を用いて、トラフ軸沿いの
敷地に最も近い位置に想定した「御前崎沖の想定沈み込
む海洋プレート内地震（M7.4）」の応答スペクトル（Noda

et al.(2002)による方法）を補正している。これは、2004年
紀伊半島南東沖の地震（M7.4）の観測記録について、
地震発生位置から想定位置への距離補正を行っていること
に相当する。

○Noda et al.(2002)による方法は、地震規模Mjと等価震源
距離Xeqを入力パラメータとする簡便法であり、上記距離補
正における幾何減衰は、実体波の1/X（X：距離）として
考慮される。一方、前述の周期２秒以上の長周期成分は
表面波による影響と考えられ、表面波の幾何減衰は
（1/X）0.5で表されるため、実体波として距離補正を行うと、
周期２秒以上の長周期成分が過大に評価されている可能
性がある。

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の距離補正のイメージ＞

○以降では、 実体波や表面波等を評価可能な詳細法と
して、断層モデルを用いた手法による地震動評価（統
計的グリーン関数法と波数積分法とのハイブリッド合成
法）を行う。

2004年紀伊半島
南東沖の地震（M7.4）
の発生位置

「御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震（M7.4）」
の想定位置

2004年紀伊半島南東沖の
地震の発生位置から想定
位置への距離補正

第482回
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「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の分析（ 年紀伊半島南東沖の地震の距離補正に係る考察））

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の分析（2004年紀伊半島南東沖の地震の距離補正に係る考察））



●○：芝・佐藤(2007)
○：池田(2005)

余震
前震

本震

本震前震

壇・他(2001)の経験式

○「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震（M7.4）」の震源モデルの設定に際して、震源特性には2004年紀伊半島
南東沖地震の震源特性を反映することとし、具体的には、同地震の短周期レベルと同程度である壇・他(2001)によるM0－A

関係、Park and Mori(2005)による地震モーメント及びすべり分布等を参考として、断層パラメータを設定する。

・芝・佐藤(2007)の結果に池田(2005)の結果を加筆。

＜2004年紀伊半島南東沖の地震のM0－A関係＞

すべり量が大きい領域の面積を
強震動生成域の面積（520km2）とする。

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の震源インバージョン結果＞
（Park and Mori(2005)にすべり量が大きい領域を加筆）

【震源パラメータ】
○震源位置
・安全評価上、トラフ軸沿いの敷地に最も近い位置に想定。断層上
端深さは微小地震分布等に基づき、プレート境界面とする。

○地震モーメント、断層の面積・長さ・幅・傾斜角
・Park and Mori(2005)による。

○破壊開始点
・破壊の伝播方向が敷地へ向かうよう設定。

○強震動生成域の数・位置
・Park and Mori(2005)のすべり分布に基づき、強震動生成域の面
積を設定し、数は１つとして、震源断層の上端に設定。

○強震動生成域の応力降下量
・壇・他(2001)によるM0－A関係に基づき設定。

・Park and Mori(2005)に加筆。

第482回
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（断層モデルを用いた手法による地震動評価（震源モデルの設定））



浜岡原子力発電所

40°

破壊開始点（投影）

上端深さ6.0km

下端深さ25.3km

南東北西

26.3km

＜「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（地表面投影図）

（展開図）

北東 南西

断層原点
上端深さ6.0km

断
層
幅
3
0
.0
km

下端深さ25.3km

断層長さ80.0km

★
破壊開始点

南西 北東

（断面図）

A A’

A’

破壊開始点

A
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（断層モデルを用いた手法による地震動評価（震源モデルの設定））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

震源断層原点

震源断層原点

震源断層長さ80.0km

震
源
断
層
幅

30
.0

km



設定方法 設定方法

トラフ軸沿いで敷地に近い位置に設定 等価半径 r SMGA=(S SMGA/π)
0.5

12.87 km

Park and Mori(2005)による 20 ° 地震モーメント M 0SMGA=μS SMGAD SMGA 9.10E+19 Nm

Park and Mori(2005)による 40 ° 面積 S SMGA:Park and Mori(2005)による 520.0 km
2

Park and Mori(2005)による 94 ° 平均すべり量 D SMGA=2D 5.06 m

L:Park and Mori(2005)による 80.0 km 応力降下量 ΔσSMGA=A /(4πβ
2
)(π /S SMGA)

0.5 15.55 MPa

W:Park and Mori(2005)による 30.0 km 地震モーメント M 0back=M 0-M 0SMGA 1.19E+20 Nm

S =L ×W 2400.0 km
2 面積 S back=S -S SMGA 1880.0 km

2

R=(S/π)
0.5 27.6 km 平均すべり量 D back=M 0back/(μS back) 1.83 m

内閣府(2012)のプレート境界面の深さによる 6 km 実効応力 σ back=(D back/W back)/(D SMGA/W SMGA) ΔσSMGA, W SMGA=1.0×13, W back=W 2.44 MPa

M0:Park and Mori(2005)による 2.10E+20 Nm

M w=(logM 0-9.1)/1.5

M j ：2004年紀伊半島南東沖の地震

μ=ρβ
2（β ：3.54km/s, ρ ：2.76g/cm

3）（地下構造調査結果等に基づく一次元地下構造

モデルによる））
3.46E+10 N/m

2

 D =M 0/(μS ) 2.53 m

 V R =0.72β （Geller(1976)） 2.55 km/s

 A  = 2.46･10
10･(M 0･10

7
)
1/3

(壇・他(2001)) 3.15E+19 Nm/s
2

中央防災会議(2004)による 6.0 Hz

震源断層パラメータ 設定結果 震源断層パラメータ 設定結果

震源断層原点
北緯34.3150度

東経138.3176度

強
震
動
生
成
域

走向

傾斜角

すべり角

震源断層長さ

震源断層幅

背
景
領
域

震源断層面積

等価半径

震源断層上端深さ

地震モーメント

モーメントマグニチュード 7.5

気象庁マグニチュード 7.4

剛性率

平均すべり量

破壊伝播速度

短周期レベル

f max

＜「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

第482回
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（断層モデルを用いた手法による地震動評価（震源断層パラメータ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



＜断層モデルを用いた手法による地震動評価結果（上図：加速度時刻歴波形、下図：応答スペクトル）＞
（御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震）
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○長周期地震動が卓越する検討用地震については、当該評価結果やプレート間地震等の評価結果を含めて、基準地震動の策定において
検討する。

○「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、断層モデルを用いた手法による地震動評価を実施。

第482回
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＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

沈み込む海洋プレート内地震の影響検討
（断層モデルを用いた手法による地震動評価（地震動評価結果））



○海洋研究開発機構は、近年、伊豆小笠原島弧において、大規模な地下構造探査を実施している。
○これらの探査結果によると、伊豆小笠原島弧では、大陸性の特徴を有する中部地殻が厚く分布しており、四国海盆とは地殻構造の特徴が
異なる。また、銭洲海嶺周辺でも中部地殻の分布が認められ、伊豆小笠原島弧、銭洲海嶺とも、火成活動により形成されたと考えられる。

○銭洲断層系に関して、既往評価には徳山・他(2001)、中田・他(2013)があり、海洋研究開発機構は近年、大規模な地下構造探（反
射法地震探査）を実施している。

○これらの既往評価や海洋研究開発機構による反射法地震探査、伊豆小笠原島弧の構造の特徴に基づき、銭洲断層系を評価した結果、
海洋性地殻である銭洲海嶺の南西端から、海洋性地殻と異なる構造となっている銭洲海嶺の東部（伊豆小笠原島弧との接合部付近）
までの約126kmを一連の活断層として評価する。

伊豆小笠原島弧の構造の特徴

銭洲断層系の評価

○銭洲断層系による地震の震源モデルは、沈み込む海洋プレート内地震である、2004年紀伊半島南東沖の地震の震源特性を反映して設
定した「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震（M7.4）」を参考とし、スケーリング則を考慮して設定する。

銭洲断層系による地震の震源モデルの設定

○銭洲断層系による地震について、Noda et al.(2002)の方法による地震動評価を行い、前述の「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内
地震」と比較した結果、 「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の方が大きいことから、沈み込む海洋プレート内地震の評価は、
「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」で代表する。

Noda et al.(2002)による地震動評価結果の比較検討
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第482回
資料2-1 p.14再掲

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（検討概要）



○伊豆小笠原島弧において、現在の火山フロントである七島・硫黄島海嶺の背弧側には、北東－南西方向の走向を持つ
背弧雁行海山列として、過去の火山フロントである西七島海嶺や銭洲海嶺が存在している。

＜伊豆小笠原島弧の地形＞
（海洋研究開発機構(2007)、平田(2008)に敷地位置、地形名称、拡大範囲を加筆）

背
弧
雁
行
海
山
列

浜岡原子力発電所

銭洲海嶺

＜伊豆小笠原島弧の地形＞
（平(2004)に敷地位置を加筆）

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所
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（伊豆小笠原島弧の構造の特徴（伊豆小笠原島弧の地形））

第482回
資料2-1 p.15一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（伊豆小笠原島弧の構造の特徴（伊豆小笠原島弧の地形））



○海洋研究開発機構は、伊豆小笠原島弧において、大規模な地下構造探査を実施している。
○Kodaira et al.(2008)他によると、伊豆小笠原島弧の南北方向として、七島・硫黄島海嶺（現在の火山フロント）や西七島
海嶺（過去の火山フロント）のP波速度構造が示されている。これによると、伊豆小笠原島弧では大陸性の特徴を有する中部
地殻（Vp6.0～6.8km/s）が広く分布しており、南側に比べて北側の方が厚く分布している傾向が認められる。

○海洋研究開発機構(2007)によると、中部地殻の厚さは火山列に沿って大きく変動しており、火山の直下で極大値を取るとして
いる。

＜伊豆小笠原島弧の南北方向のP波速度構造（七島・硫黄島海嶺及び西七島海嶺）＞
（海洋研究開発機構(2007)、Kodaira et al.(2008)に地形名称、測線位置、方位、中部地殻の位置を加筆）

（西七島海嶺）

（七島・硫黄島海嶺）

（測線位置）

中部地殻

中部地殻

北 南

銭洲海嶺
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第482回
資料2-1 p.16一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（伊豆小笠原島弧の構造の特徴（伊豆小笠原島弧（南北方向）の速度構造））



（伊豆小笠原島弧（東西方向）の速度構造）

＜伊豆小笠原島弧の南北方向のP波速度構造＞
（高橋・他(2015) に測線位置、地形名称、海盆・島弧の範囲を加筆）

四国海盆東部 伊豆小笠原島弧

銭洲海嶺

○高橋・他(2015)によると、伊豆小笠原島弧の東西方向の
P波速度構造が示されている。

○これによると、伊豆小笠原島弧北部の地殻の厚さは
20km以上であるのに対し、四国海盆東部の地殻は
10km程度と薄くなっており、伊豆小笠原島弧と四国海盆
では、地殻構造の特徴が異なる。

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 433

第482回
資料2-1 p.17一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（伊豆小笠原島弧の構造の特徴（伊豆小笠原島弧（東西方向）の速度構造））



○Kodaira et al.(2003)によると、敷地周辺～銭洲海嶺～伊豆小
笠原島弧にかけてのP波速度構造が示されている。

○これによると、伊豆小笠原島弧で中部地殻の分布が認められる他、
銭洲海嶺周辺でも中部地殻の分布が認められ、伊豆小笠原島
弧、銭洲海嶺とも、火成活動により形成されたと考えられる。

測線位置

浜岡原子力発電所

中部地殻

銭洲海嶺

銭洲海嶺

＜遠州灘沖におけるP波速度構造＞（Kodaira et al.(2003)に敷地位置、測線位置、地形名称、赤い四角、黒い四角を加筆）

伊豆小笠原島弧
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第482回
資料2-1 p.18一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（伊豆小笠原島弧の構造の特徴（敷地周辺～銭洲海嶺～伊豆小笠原島弧の速度構造））
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銭洲断層系の評価（文献調査）

＜文献で示されている断層の位置図＞

伊

豆

小

笠

原

島

弧
銭洲海嶺の南西端

神津島

○徳山・他(2001)は、海底地形、反射記録、速度構造、試錐データ等を基に、銭洲海嶺の南西端から伊豆小笠原島弧まで、銭洲海嶺の
南縁に沿って北東－南西方向の逆断層を認定している。

○中田・他(2013)は、海底地形を基に、徳山・他(2001)と同様の位置に確実な活断層を認定し、この確実な活断層から、さらに北東側の
神津島周辺まで、活断層を推定している。

第482回
資料2-1 p.19一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（文献調査））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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無

有

有

無

伊

豆

小

笠

原

島

弧

銭洲海嶺の南西端

神津島

断層 LayerC(海洋性地殻)

LayerB(海洋性地殻)

LayerA(基盤)

LayerD(上部マントル)

モホ面

NT96-101測線

5km

5

10

深
さ

(k
m

)

銭洲海嶺

海洋性地殻において断層が浅部から
深部まで連続して認められる。

断層

LayerC(海洋性地殻)

LayerB(海洋性地殻)

LayerA(基盤)

LayerD(上部マントル)

NT96-102測線

5km

5

10

深
さ

(k
m

)

モホ面

海洋性地殻において断層が浅部から深
部まで連続して認められる。

断層は

認められない

LayerI(6.0km/s)

LayerH(4.0km/s)

LayerG(3.2km/s)

LayerJ(6.9km/s)

LayerK(7.1km/s)

NT96-103測線

5km

5

10

深
さ

(k
m

)

海洋性地殻と異なる速度構造となって
おり、断層は認められない。

銭洲断層系が認められる断面

銭洲断層系が認められない断面

有

反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

断面図の図示範囲

無

海
洋
性
地
殻

海
洋
性
地
殻

海
洋
性
地
殻
と
は

異
な
る
速
度
構
造

＜MCSの解析結果＞
（Takahashi et al.(2002)に断層位置、「銭洲海嶺」、「断層は求められない」、

各Layer位置、モホ面位置、海洋性地殻の位置を加筆）

＜MCS※の解析結果（当社解析・解釈）＞
※データ元：海洋研究開発機構「地殻構造探査データベース」

Z01mcs測線

断層は

認められない

約5km

○Takahashi et al.(2002)では、海洋研究開発機構・東京大学・パリ高等師範学校(ENS)と共同で、大容量エアガンによる反射法地震探査を実施し、銭洲海嶺周辺
の断層構造を検討している。その結果、NT96-101測線およびNT96-102測線では、海洋性地殻において、断層が浅部から深部まで連続して認められるが、NT96-103

測線では、海洋性地殻と異なる速度構造となっており、断層は認められないとしている。内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会(2011)」においても、銭洲海嶺周
辺の断層構造について同様の解釈を示している。

○また、Takahashi et al.(2002)によるNT96-101～NT96-103測線より北東側のZ01mcs測線において、2012年に海洋研究開発機構が実施したマルチチャンネル反射
法地震探査(MCS)の記録を解析して断層構造を検討した結果、Z01mcs測線では、Takahashi et al.(2002) によるNT96-103測線と同様、断層は認められない。

第482回
資料2-1 p.20一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（反射法地震探査））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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銭洲断層系の評価（反射法地震探査（ 測線拡大図））

有

伊

豆

小

笠

原

島

弧

銭洲海嶺の南西端

神津島

LayerC(海洋性地殻)

LayerB(海洋性地殻)

LayerA(基盤)

LayerD(上部マントル)

モホ面

海
洋
性
地
殻

銭洲海嶺

NT96-101測線

5km

銭洲断層系が認められる断面

銭洲断層系が認められない断面

有

反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

断面図の図示範囲

無

＜MCSの解析結果（NT96-101測線拡大図）＞
（Takahashi et al.(2002)に「銭洲海嶺」、断層位置、
各Layer位置、モホ面位置、海洋性地殻の位置を加筆）

○NT96-101測線では、海洋性地殻におい
て断層が浅部から深部まで連続して認め
られる。

断層

第482回
資料2-1 p.21一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（反射法地震探査（NT96-101測線拡大図）））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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有

伊

豆

小

笠

原

島

弧

銭洲海嶺の南西端

神津島

LayerC(海洋性地殻)

LayerB(海洋性地殻)

LayerA(基盤)

LayerD(上部マントル)
モホ面

海
洋
性
地
殻

NT96-102測線

5km

銭洲断層系が認められる断面

銭洲断層系が認められない断面

有

反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

断面図の図示範囲

無

○NT96-102測線では、海洋性地殻におい
て断層が浅部から深部まで連続して認め
られる。

断層

＜MCSの解析結果（NT96-102測線拡大図）＞
（Takahashi et al.(2002)に断層位置、各Layer位置、

モホ面位置、海洋性地殻の位置を加筆）

第482回
資料2-1 p.22一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（反射法地震探査（NT96-102測線拡大図）））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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銭洲断層系が認められる断面

銭洲断層系が認められない断面

有

反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

断面図の図示範囲

無

LayerI(6.0km/s)

LayerH(4.0km/s)

LayerG(3.2km/s)

LayerJ(6.9km/s)

LayerK(7.1km/s)

5km

海
洋
性
地
殻
と
は

異
な
る
速
度
構
造

NT96-103測線

断層は

認められない

○NT96-103測線では、海洋性地殻と異
なる速度構造となっており、断層は認めら
れない。

＜MCSの解析結果（NT96-103測線拡大図）＞
（Takahashi et al.(2002)に「断層は求められない」、

各Layer位置、モホ面位置、海洋性地殻の位置を加筆）

無

伊

豆

小

笠

原

島

弧

銭洲海嶺の南西端

神津島

第482回
資料2-1 p.23一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（反射法地震探査（NT96-103測線拡大図）））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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無

伊

豆

小

笠

原

島

弧

銭洲海嶺の南西端

神津島

断層は

認められない

銭洲断層系が認められる断面

銭洲断層系が認められない断面

有

反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

断面図の図示範囲

無

＜MCS※の解析結果（当社解析・解釈）＞
（Z01mcs測線）

※データ元：海洋研究開発機構「地殻構造探査データベース」

○ Z01mcs 測 線 で は 、 Takahashi et

al.(2002) によるNT96-103測線と同様、
断層は認められない。

約5km

第482回
資料2-1 p.24再掲

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（反射法地震探査（Z01mcs測線拡大図）））



無

有

有

無

伊

豆

小

笠

原

島

弧銭洲海嶺の南西端

神津島

銭洲断層系

長さ約126km

＜測線と断層の位置図＞

○銭洲断層系について、既往文献における評価、海洋研究開発機構による反射法地震探査結果、伊豆小笠原島弧の構造の特徴に基づき
評価した結果、海洋性地殻である銭洲海嶺の南西端から、海洋性地殻と異なる構造となっている銭洲海嶺の東部（伊豆小笠原島弧との
接合部付近）までの約126kmを一連の活断層として評価する。
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反射法地震探査測線

Takahashi et al.(2002)による

海洋研究開発機構による

銭洲断層系が認められる測線

銭洲断層系が認められない測線

有

無

前ページ断面図の図示範囲

第482回
資料2-1 p.25一部修正

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系の評価（まとめ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



銭洲断層系による地震の震源モデルの設定
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■巨視的断層パラメータの設定

断層長さL=80km

断層幅W=30km

断層面積S=2400km2

地震モーメントM0=2.1×1020Nm

⇒地震規模Mj=7.4

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震（M7.4）

（2004年紀伊半島南東沖の地震の震源特性を反映）

銭洲断層系による地震
（M7.8）

■巨視的断層パラメータの設定

断層長さL=125.8km

断層幅W=47.2km

断層面積S=5930km2

地震モーメントM0=8.2×1020Nm

⇒地震規模Mj=7.8

○海洋プレート内地震は、沈み込んだ海洋プレート内地震と沈み込む海洋プレート内地震に
分けられる。

○沈み込む海洋プレート内地震については、海洋プレートが陸側プレートに沈み込みを始める
トラフ軸付近で、海洋プレートが下向きに曲げられるため、浅い部分では伸張応力が作用し
正断層型の地震となり、深い部分では圧縮応力が作用し逆断層型の地震となる。2004年
紀伊半島南東沖地震は逆断層型の地震である。

○一方、銭洲断層系は、トラフ軸より沖合の海洋プレート内に認められ、その特性がより近い
のは沈み込む海洋プレート内地震であると考えられる。

⇒銭洲断層系による地震の震源モデル（地震規模や断層面）は、沈み込む海洋プレート内
地震である、2004年紀伊半島南東沖の地震の震源特性を反映して設定した「御前崎沖
の想定沈み込む海洋プレート内地震（M7.4）」を参考とし、スケーリング則を考慮して設
定する。

W∝L

S∝W2（L2）

M0∝S3/2

活断層評価結果による

銭洲断層系による地震
（M7.8）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（M7.4）

震源モデル

浜岡原子力発電所

第482回
資料2-1 p.26一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（銭洲断層系による地震の震源モデルの設定）



Noda et al.(2002)による地震動評価結果の比較検討

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

(M7.4, Xeq45.0)

銭洲断層系による地震

(M7.8, Xeq134.1)

周期(s)

速
度

(c
m

/s
)

h=0.05

銭洲断層系による地震
（M7.8）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（M7.4）

震源モデル

浜岡原子力発電所

＜震源モデル＞
＜Noda et al.(2002)による地震動評価結果の比較＞

○銭洲断層系による地震について、Noda et al.(2002)の方法による地震動評価を行い、前述の「御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震」と比較した結果、 「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の方が大きいことから、沈み込む
海洋プレート内地震の評価は、 「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」で代表する。
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第482回
資料2-1 p.27再掲

＜補足説明資料④-28 海洋プレート内地震の検討用地震（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の選定に関する検討＞

アウターライズ地震（銭洲断層系）の影響検討
（Noda et al.(2002)による地震動評価結果の比較検討）
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補足説明資料④-29

海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の
各震源断層パラメータの設定（補足）



北東 南西

断層原点
上端深さ23.0km

断
層
幅
1
9
.3
km

下端深さ36.6km

断層長さ29.0km

★
破壊開始点1

★
破壊開始点2

★
破壊開始点3

震源断層長さ29.0km

震
源
断
層
幅

1
9
.3

km

震源断層原点

NE SW

浜岡原子力発電所

震源断層原点

破壊開始点1★

破壊開始点2★

破壊開始点3★

445

＜基本震源モデル（敷地下方の想定スラブ内地震）
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（地表面投影図）

（展開図）

※1: 地震規模については、フィリピン海プレート（領域１：南海トラフ沿い）で発生した沈み込んだ海洋プレート内地震の最大
規模、当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した地震の最大規模や地震発生層の地域性を考慮した地震規
模の想定を踏まえて、M7.0を用いる。

※2: 強震動生成域の数について、2009年駿河湾の地震（本震M6.5）の他、2001年芸予地震（M6.7）、2003年宮城県
沖の地震（M7.1）、2011年宮城県沖の地震（M7.1）においても、２つ以上設定されている（Asano et al.(2004),

Harada et al.(2012)）。

【設定方針】
○「敷地下方の想定スラブ内地震」の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）
の設定には、地震モーメントのスケーリングを考慮して、2009年駿河湾の地震（本震）（敷
地への影響が最も大きかった最大規模の地震）の震源特性を反映する。

【震源断層パラメータ】
○地震規模
・地震規模は、フィリピン海プレートで発生した沈み込んだ海洋プレート内地震の最大規模等
※1を踏まえて、M7.0として設定。

○断層位置
・断層位置は、安全評価上、敷地下方に想定。

○震源深さ
・2009年駿河湾の地震（本震）の知見に基づき23kmとして設定。

○震源断層面積
・地震モーメントから震源断層面積を算定。

○傾斜角
・2009年駿河湾の地震（本震）の知見に基づき45°の逆断層として設定。

○強震動生成域の数・位置
・2009年駿河湾の地震（本震）の知見に基づき、強震動生成域の数は２つ※2（面積比
は2009年駿河湾の地震（本震）の知見に基づき２：１）とし、面積が大きい方の強震
動生成域を敷地直下で震源断層の上端に設定。

○破壊開始点
・破壊の伝播方向が敷地へ向かうよう複数設定。

・ 基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の震源断層パラメータは、補足説明資料②p.243参照。

第882回
資料1-3 p.58一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

設定方針及び震源断層パラメータ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層位置は、安全評価上、敷地下方に想定する。

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と敷地との位置関係＞

A

A'

A A'

23km

敷地
▽

断層傾斜角：45°

★破壊開始点

強震動生成域

（地表投影図）

（断面模式図（A－A’断面））
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第532回
資料1-1 p.15一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

震源断層原点



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の震源深さは、敷地周辺で発生した地震のうち、最大規模の地震であり、敷地
への影響が最も大きかった2009年駿河湾の地震（本震M6.5）の知見（余震分布、特性化震源モデル）に基づき、敷地周辺に沈み
込むフィリピン海プレートの構造や敷地周辺のスラブ内地震の活動も踏まえて設定する。

＜再決定された2009年駿河湾の地震の余震分布とプレート境界及び海洋性マントル上面との関係＞
（加藤・他(2009)にプレート境界と海洋性マントル上面の位置、余震分布の位置を加筆）
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（震源深さ）

余震分布

連動性プロジェクト(2009)による海洋性マントル上面

内閣府(2012)によるプレート境界

加藤・他(2009)によるプレート境界

【2009年駿河湾の地震の余震】
○加藤・他(2009)では、2009年駿河湾の地震の余震（161個）、気象庁一元化処理震源（2069個）及び臨時観測中の地震
（695個）の走時データを用いて、2009年駿河湾の地震の震源域を含む東海地域広域の3次元地震波速度構造を推定しており、
「2009年駿河湾の地震の多くの余震は、プレート境界よりも10～15km程度深い場所に位置する」と記載されている。

○また、加藤・他(2009)による2009年駿河湾の地震の余震分布と、プレート境界面及び海洋性マントル上面（地下構造探査結果等に
基づく）の重ね描きによると、2009年駿河湾の地震の余震は、主に海洋性マントル内で発生している。

・海洋性地殻の一部で発生している微小地震に関して、
気象庁地震火山月報（防災編）に基づき、加藤・
他(2009)が対象とした期間（気象庁一元化震源、
2001年1月～2007年12月）に同領域で発生した地
震を調査した結果、M3.6以下の横ずれ断層型、正断
層型のフィリピン海プレートの内部で発生した地震とされ
ている。

第532回
資料1-1 p.16一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



【2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源
モデル】
○当社、倉橋・他(2009)及び浅野・岩田(2010)

による2009年駿河湾の地震（本震）の特性
化震源モデルとプレート境界及び海洋性マント
ル上面の重ね描きによると、2009年駿河湾の
地震（本震）の強震動生成域は、海洋性マ
ントル上面よりも深部（海洋性マントル内）に
設定されている。

⇒2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性
を反映するにあたり、当該地震の知見を踏ま
え、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を
考慮しない）の断層面は海洋性マントル内に
設定する。
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（当社モデル）

（倉橋・他(2009)モデル）

（浅野・岩田(2010)モデル）

＜2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源モデルと海洋性マントル上面との関係＞

SMGA

SMGA

SMGA
連動性プロジェクト(2009)による海洋性マントルの上面

連動性プロジェクト(2009)による海洋性マントルの上面

連動性プロジェクト(2009)による海洋性マントルの上面

○以降では、基本震源モデル（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）の震源深さを設定するため
に、敷地周辺のフィリピン海プレートの構造及び
地震活動について検討を行う。

内閣府(2012)によるプレート境界

内閣府(2012)によるプレート境界

内閣府(2012)によるプレート境界

第532回
資料1-1 p.17一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



【敷地周辺のフィリピン海プレートの構造】
○浜岡原子力発電所では、敷地から概ね半径30kmで実施した屈折法地震探査（Line1, 3, 5, 8）によって、深部まで
の詳細なP波速度構造が得られている。

○一般的な海洋性マントルのP波速度は7.6km/s～程度と考えられ、敷地直下では深さ23kmにVp=7.5～7.7km/sの明
確な速度ギャップが認められることから、敷地直下の海洋性マントル上面深さは23kmであると考えられる。

-25
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-10

-5

0

0 2 4 6 8
P波速度(km/s)

標
高
(
k
m
)

＜敷地直下のP波速度構造＞

‐23 

7.5~7.7

＜屈折法地震探査（Line1, 3, 5, 8）の測線＞

凡 例

【発振点】
海域発振測線
陸域発振点

【受振点】
ＯＢＳ（海底地震計）
ＯＢＣ（ベイケーブル）
ハイドロフォン
陸域地震計
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第532回
資料1-1 p.18再掲＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ



＜遠州灘のP波速度構造（Kodaira et al.(2004)に敷地位置、沈み込んだ海嶺の位置、赤い四角を加筆）＞

浜岡原子力発電所

沈み込んだ海嶺

▼敷地（投影）

【敷地周辺のフィリピン海プレートの構造】
○高橋(1997)、Kodaira et al.(2008)他により、伊豆・小笠原島弧で大陸性の特徴を有する
中部地殻の存在が示され、伊豆弧の西側に北東－南西の走向を持って存在する海嶺
（背弧雁行海山群）でも、同様に中部地殻の存在が示されている。

○ Kodaira et al.(2004)他によれば、敷地が位置する遠州灘周辺において沈み込んだ海嶺が
示されており、遠州灘周辺における沈み込むフィリピン海プレートの構造としては、大陸性の特
徴を有する中部地殻が沈み込んでいると考えられる。

○ Kodaira et al.(2004)によれば、敷地周辺直下の海洋性マントル上面深さは25～27km程
度である。

⇒敷地周辺に沈み込む大陸性地殻の影響は、地震活動に反映されていると考えられるため、
以降では敷地周辺の海洋プレート内の地震活動について検討する。
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（震源深さ）

■

第532回
資料1-1 p.19一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



【敷地周辺の海洋プレート内の地震活動】
○長谷川・他(2010)は、フィリピン海プレートの海洋性地殻内で発生していると推定される地震として、Hirose et

al.(2008)によるプレート境界面から10km下方までの範囲において発生したスラブ内地震※の平面分布を示している。
○長谷川・他(2010)に示されたフィリピン海プレートの海洋性地殻内で発生した地震の分布によると、敷地周辺ではフィリ
ピン海プレートの海洋性地殻内で顕著な地震活動は認められない。
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（震源深さ）

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所

（全体図） （拡大図）

＜フィリピン海プレートの海洋性地殻内で発生している地震の分布＞
（長谷川・他(2010)に敷地位置、拡大範囲、「（全体図）」、「（拡大図）」を加筆）

※プレート境界地震を含むとされている。

■

■

第532回
資料1-1 p.20一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



（震源深さ）

【敷地周辺の海洋プレート内の地震活動】
○敷地を中心として広域で発生した地震について、

Double-Difference Tomography法（Zhang and
Thurber(2003)）により震源再決定を行った震央分
布及び震源鉛直分布によると、敷地周辺における海洋プ
レート内地震は、海洋性マントル内では発生しているが、
海洋性地殻内ではほとんど発生していない。

＜敷地を中心として広域で発生した地震の震央分布（観測期間1997年10月～2015年12月）＞
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（海洋性マントル内で発生した地震）

連動性プロジェクト(2009)の海洋性マントル
上面以深で発生した地震

■

浜岡原子力発電所

＜敷地周辺の震源鉛直分布（観測期間1997年10月～2015年12月）＞

連動性プロジェクト(2009)による海洋性マントル上面

内閣府(2012)によるプレート境界

▼敷地

震源鉛直分布の描画範囲
（敷地を中心に幅±10kmの範囲を描画）

10km30km50km

（海洋性地殻内で発生した地震）

内閣府(2012)のプレート境界面と連動性
プロジェクト(2009)の海洋性マントル上面の
間で発生した地震

■

浜岡原子力発電所

震源鉛直分布の描画範囲
（敷地を中心に幅±10kmの範囲を描画）

10km30km50km

第532回
資料1-1 p.21再掲＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ
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○ Double-Difference Tomography法（Zhang and Thurber(2003)）は、通常の地震波トモグラフィー法で用いる絶対走時データ以外に、近接して発生する
地震ペア間の絶対走時の差もデータとして加えることで、位置精度の高い震源を決定することができる手法であり（弘瀬・他(2007)）、データの数を増やすこと
で、決定される震源位置の精度は向上する。

○ 第482回審査会合（海洋プレート内地震の地震動評価（コメント回答））で提示した震源鉛直分布は、1997年10月～2013年7月に発生した地震のデー
タを対象に震源再決定を行った結果に基づいている。一方、第499回審査会合（内陸地殻内地震の地震動評価）及び今回提示した震源鉛直分布は、内
陸地殻内地震の地震動評価における地震発生層の設定に用いており、敷地近傍で内陸地殻内地震の群発地震が発生したこと及び上述のとおりデータの数
が増えるほど震源位置の精度が向上することを踏まえ、1997年10月～2015年12月に発生した地震のデータを対象に震源再決定を行った結果に基づいている。

＜第482回審査会合資料2-1で提示した震央分布及び震源鉛直分布＞
データ期間:1997年10月～2013年7月、震源の数:10,836個、走時の数:1,957,494本

データ期間:1997年10月～2015年12月、震源の数:11,629個、走時の数:2,025,903本
＜第499回審査会合資料1-1及び今回提示した震央分布及び震源鉛直分布＞

：震源再決定前（気象庁一元化震源）
：震源再決定後（DD法による）

：第482回審査会合資料2-1で提示した震源鉛直分布
：第499回審査会合資料1-1及び今回提示した震源鉛直分布

：震源再決定前（気象庁一元化震源）
：震源再決定後（DD法による）

▼敷地

▼敷地

▼敷地

＜震源再決定後の震源鉛直分布の比較＞

▼敷地

：第499回審査会合資料1-1及び今回提示した震源鉛直分布
：第499回審査会合資料1-1及び今回提示した震源鉛直分布のうち
：第482回審査会合資料2-1から追加した震源

群発地震
（2015年8月29日～9月7日）

浜岡原子力発電所

震源鉛直分布の描画範囲
（敷地を中心に幅±10kmの範囲）

■

浜岡原子力発電所

震源鉛直分布の描画範囲
（敷地を中心に幅±10kmの範囲）

■

第532回
資料1-1 p.22再掲

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ
（Double-difference Tomography法による震源再決定）



＜2009年駿河湾の地震（本震）に関する知見＞
○加藤・他(2009)によれば、「2009年駿河湾の地震（本震M6.5）の余震分布は、プレート境界よりも10～15km程度深い場所に位
置する」と記載されている。

○加藤・他(2009)による2009年駿河湾の地震の余震分布とプレート境界面及び海洋マントル上面の重ね描きによると、2009年駿河
湾の地震の余震は、主に海洋性マントル内で発生している。

○当社、倉橋・他(2009)及び浅野・岩田(2009)による2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源モデルと、プレート境界及び海洋
性マントル上面の重ね描きによると、2009年駿河湾の地震（本震）の強震動生成域は、海洋性マントル上面よりも深部（海洋性
マントル内）に設定されている。

⇒基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層面は、2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性を反映するに
あたり、海洋性マントル内に設定する。

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層面は、2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性を反映するにあたり、
敷地直下における海洋性マントルの上面深さに相当する深さ23kmに設定することとし、強震動生成域は震源断層の上端に設定する。

454

（震源深さ）

＜敷地周辺のフィリピン海プレートの構造＞
○敷地周辺で実施された屈折法地震探査から得ら
れたP波速度構造によると、敷地直下における海
洋性マントルの上端深さは23kmである。

○Kodaira et al.(2004)に示された敷地周辺のP波速
度構造によると、敷地周辺（投影）における海洋
性マントルの上面深さは25～27km程度である。

⇒敷地周辺における海洋性マントルの上面深さは
23～27km程度である。

＜敷地周辺の海洋プレート内の地震活動＞
•敷地周辺に沈み込む海洋性地殻には、大陸性の特徴を有する中部地殻
が含まれており、これらの影響は敷地周辺の地震活動に反映されていると
考えられる。

•長谷川・他(2010)に示されたフィリピン海プレートの海洋性地殻内で発生し
た地震の分布によると、敷地周辺ではフィリピン海プレートの海洋性地殻内
で顕著な地震活動は認められない。

•敷地を中心として広域で発生した地震についてDouble-Difference
Tomography法により震源再決定を行った震源分布によると、敷地周辺の
海洋プレート内地震は海洋性マントル内では発生しているが、海洋性地殻
内ではほとんど発生していない。

⇒敷地周辺の海洋プレート内地震は、主に海洋性マントルで発生している。

第532回
資料1-1 p.23一部修正
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＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源深さ

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の
断層傾斜角は、敷地周辺で発生した地震のうち、最大規
模の地震であり、敷地への影響が最も大きかった2009年駿
河湾の地震（本震M6.5）の知見に基づき設定する。

○2009年駿河湾の地震の余震分布、CMT解（共役断
層）、特性化震源モデルに基づき断層傾斜角を整理した
結果、35°～68°となり、平均値は47.1°となった。

⇒以上を踏まえ、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を
考慮しない）の断層傾斜角は、45°として設定する。

余震分布

 

強震動生成域１

強震動生成域２

余震１

余震３

文献等
断層傾斜角（°）

北部 南部

余震分布 35 50

CMT解 47（51※）

特性化
震源モデル

当社モデル 37 68

川辺・他(2009) 47

倉橋・他(2009) 35 50

浅野・岩田(2010) 37 58

(財)地域地盤環境研究所(2010) 47 59

佐藤(2010) 35 50

平均値
47.1

（35～68）

＜2009年駿河湾の地震（本震）の断層傾斜角＞

※CMT解の共役断層面のうち、実際に破壊した断層面を（ ）外に、これ以外の断層面を（ ）内に示す。
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第532回
資料1-1 p.24一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層傾斜角

＜2009年駿河湾の地震の余震分布＞
（防災科学技術研究所HPによる）

2009年駿河湾の
地震（本震）の
特性化震源モデル
（当社作成）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



（強震動生成域の数）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域の数は、敷地周辺で発生した地震のうち、最大規模の地震であり、敷地への影響
が最も大きかった2009年駿河湾の地震（本震M6.5）の知見に基づき、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と同程度の規模である地
震の知見も踏まえて設定する。

○ 2009年駿河湾の地震（本震M6.5）について、当社、川辺・他(2009) 、倉橋・他(2009) 、浅野・岩田(2009) 、地域地盤環境研究所(2010)及び佐藤
(2010)による特性化震源モデルによると、強震動生成域は2つ設定されている。

○強震動予測レシピ(2017)では、「強震動生成域の個数については、過去の地震に関する分析によるMw6～7で2個を参考に設定する」と記載されている。
○なお、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と同程度の規模である2001年芸予地震（M6.7）、2003年年宮城県沖の地震（M7.1）、

2011年宮城県沖の地震（M7.1）においても、強震動生成域は2つ以上設定されている。

⇒以上を踏まえ、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域の数は２つとして設定する。

強震動生成域1

（敷地直下で、震源断層上端に配置）

強震動生成域2

 

強震動生成域１

強震動生成域２

余震１

余震３

（2009年駿河湾の地震（本震）、当社）
（2001年芸予地震、Asano et al.(2004)）

（2003年宮城県沖の地震
Asano et al.(2004)） ＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

＜各地震の特性化震源モデル＞

（2011年宮城県沖の地震
Harada et al.(2012)）
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第532回
資料1-1 p.25一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

強震動生成域の数

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

震源断層原点



文献
面積(km2)

面積比
（SMGA2：SMGA1）SMGA2 SMGA1

当社モデル 23.0 13.0 1.8：1

川辺・他(2009) 25.0 25.0 1：1

倉橋・他(2009) 45.0 16.2 2.8：1

浅野・岩田(2010) 23.0 13.0 1.8：1

(財)地域地盤環境研究所(2010) 31.4 16.0 2：1

佐藤(2010) 12.0 6.0 2：1

平均 1.9：1

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域（２個）の面積比は、敷地周辺で発生した地震のうち、最大
規模の地震であり、敷地への影響が最も大きかった2009年駿河湾の地震（本震M6.5）の知見に基づき設定する。

○2009年駿河湾の地震（本震M6.5）について、当社、川辺・他(2009) 、倉橋・他(2009) 、浅野・岩田(2009) 、地域地盤環境研究
所(2010)及び佐藤(2010)による特性化震源モデルには、2つの強震動生成域が設定されており、それらの面積比の平均は1.9：1である。

○強震動予測レシピ(2017)では、「SMGA全体を等分配することや、活断層で発生する地震やプレート間地震の比率（２：１等）を用い
ることが考えられる」とされている。

⇒以上を踏まえ、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域の面積比は２：１とし、面積が大きい方の
強震動生成域（強震動生成域１）を敷地の直下で震源断層の上端に設定する。

強震動生成域1

（敷地直下で、震源断層上端に配置）

強震動生成域2
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＜2009年駿河湾の地震（本震）の特性化震源モデルにおける強震動生成域の面積比＞

第532回
資料1-1 p.26一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

強震動生成域の面積比

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

震源断層原点
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○破壊開始点1から破壊するケースでは、先に強震動生成
域2からの地震波が敷地に到達後、強震動生成域1から
の地震波が敷地に到達する。

破壊開始点1

全体

強震動生成域1

＜アイソクロン（水平動）＞

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）
（破壊開始点1～3）を対象に、統計的グリーン関数法
による地震動評価を行い、各強震動生成域から敷地に
到達する地震波の伝播を確認する。

＜加速度時刻歴波形（破壊開始点1）＞

▼▼

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の破壊開始点は、破壊の伝播方向が敷地へ向かうよう複数設定。

▼▼ ▼▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動生成域2

強震動
生成域2 強震動

生成域1
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第532回
資料1-1 p.27一部修正＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

破壊開始点

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○破壊開始点2から破壊するケースでは、強震動生成
域1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、
ほぼ同時に敷地に到達する。

破壊開始点2

＜加速度時刻歴波形（破壊開始点2）＞

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼▼ ▼▼ ▼▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動生成域1

強震動生成域2

強震動
生成域2 強震動

生成域1
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（破壊開始点）

第532回
資料1-1 p.28再掲＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

破壊開始点
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○破壊開始点3から破壊するケースでは、先に強震動
生成域1からの地震波が敷地に到達後、強震動生成
域2からの地震波が敷地に到達する。

破壊開始点3

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

＜加速度時刻歴波形（破壊開始点3）＞

▼▼ ▼▼ ▼▼

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

▼敷地

23km

地表

強震動生成域1

強震動生成域2

強震動
生成域2 強震動

生成域1
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（破壊開始点）

第532回
資料1-1 p.29再掲＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

破壊開始点



○ 2009年駿河湾の地震（本震M6.5）は、沈み込んだ浅い海洋プレート内地震であり、敷地周辺で発生した地震のうち、敷地への影響が最も大き
かった最大規模の地震である。

○検討用地震に選定した「敷地下方の想定スラブ内地震」は沈み込んだ浅い海洋プレート内地震であり、その基本震源モデル（地震動の顕著な増幅
を考慮しない）（M7.0）の設定には、地震モーメントのスケーリングを考慮して、2009年駿河湾の地震（本震）の震源特性を反映する。

■微視的断層パラメータの設定

短周期レベル※1

A=2.08×1019Nm/s2

強震動生成域の面積※1

SSMGA=36.0km2

強震動生成域の地震モーメント※1

M0SMGA=1.88×1018Nm

応力降下量※1

ΔσSMGA=35.7MPa

27.5MPa

■巨視的断層パラメータの設定

全体の地震モーメント※2

M0=4.60×1018Nm

■巨視的断層パラメータの設定

全体の地震モーメント
M0=2.60×1019Nm

■微視的断層パラメータの設定

短周期レベル
A=3.71×1019Nm/s2

強震動生成域の面積
SSMGA=114.3km2

強震動生成域の地震モーメント
M0SMGA=1.06×1019Nm

応力降下量
ΔσSMGA=30.71MPa

AはM0
1/3に比例

SSMGAはM0
2/3に比例

M0SMGAはM0に比例

※1：当社が作成した特性化震源モデルに基づく
※2：鈴木・他(2009)に基づく

2009年駿河湾の地震（本震M6.5）
基本震源モデル

（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（M7.0）

32(7.0-6.5)≒5.65倍
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平均すべり量※1

DSMGA=1.15m

平均すべり量
DSMGA=2.05m

第532回
資料1-1 p.5一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の震源断層パラメータの設定（設定方針））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



強震動生成域の面積

強震動生成域の地震モーメント

強震動生成域の平均すべり量
強震動生成域の応力降下量

：SSMGA（2009年駿河湾の地震（本震）のM0-SSMGA関係及びスケーリング則（SSMGAはM0
2/3

に比例）による）
：M0SMGA（2009年駿河湾の地震（本震）のM0-M0SMGA関係及びスケーリング則（M0SMGAは

M0に比例）による）
：DSMGA=M0SMGA/(μSSMGA)

：ΔσSMGA=A/(4πrSMGAβ2), rSMGA=(SSMGA/π)0.5

強震動生成域の面積・地震モーメント・平均すべり量・応力降下量

地震規模
地震モーメント
短周期レベル

：Mj（地震規模に関する検討結果から設定）
：M0（2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)のM0=4.6×1018Nm）の320.5倍）
：A（2009年駿河湾の地震（本震）のM0-A関係及びスケーリング則（AはM0

1/3に比例）による）

地震規模・地震モーメント・短周期レベル

基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層パラメータの設定フロー

平均すべり量
断層面積
平均応力降下量

：D=DSMGA/γD, γD=2.0

：S=M0/(μD)

：Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5

平均すべり量・断層面積・平均応力降下量

背景領域の地震モーメント
背景領域の面積
背景領域の平均すべり量
背景領域の実効応力

：M0back=M0-M0SMGA

：Sback=S-SSMGA

：Dback=M0back/(μSback)

：σback=(Dback/Wback)/(DSMGA/WSMGA)・σSMGA

背景領域のパラメータの設定

第532回
資料1-1 p.6一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の震源断層パラメータの設定（設定フロー））
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・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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＜スラブ内地震の断層パラメータ設定方法＞
（新井・他(2015)に下線、笹谷・他(2006)との関係を加筆）

＜スラブ内地震のM0-A関係＞
（新井・他(2015)に対応する海洋プレートを加筆）

フィリピン海プレート

太平洋プレート

太平洋プレート：笹谷・他(2006)の1.3倍
フィリピン海プレート：笹谷・他(2006)の0.5倍

○スラブ内地震の断層パラメータ設定に関する知見として、新井・他(2015)や地震調査委員会(2017)による強震動予測
レシピ（以下、「強震動予測レシピ(2017)」という）がある。

○新井・他(2015)は、スラブ内地震の短周期レベルの地域性及び深さ依存性を検討した上で、海洋プレート（太平洋プ
レート及びフィリピン海プレート）による短周期レベルの違いを考慮して、強震動予測のためのスラブ内地震の断層パラ
メータの設定方法を提案している。

（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：新井・他(2015)）
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第532回
資料1-1 p.7一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：新井・他(2015) ）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



○強震動予測レシピ(2017) では、海洋プレートによる短周期レベルの違いを考慮して、太平洋プレートのスラブ内地震及び
フィリピン海プレートのスラブ内地震を対象とした断層パラメータの設定方法がそれぞれ示されている。

○フィリピン海プレートのスラブ内地震を対象とした断層パラメータの設定方法は、基本的に、前述の新井・他(2015)で示され
た設定方法と同様である。

○強震動生成域の面積比γSMGAについては、新井・他(2015)と同様、笹谷・他(2006)の経験式の組合せで算出する方法
（ケース①）以外に、壇・他(2006)の経験式の組合せで算出する方法も示されている（ケース②）。

○以降では、新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)（ケース①，②）に基づき、基本震源モデル（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）と同じM7.0の震源モデルを設定し、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）との関係を
検討する。

ケース②：壇・他(2006)による組み合わせ

強震動生成域面積比： γSMGA=16A2Sa
2/(49π4β4M0

2)

ここで、A=1.13×1011×(M0×107)1/3,

Sa=1.71×10-16×(M0×107)2/3

（壇・他(2006)）

ケース①：笹谷・他(2006)による組み合わせ
（新井・他(2015)と同様）

強震動生成域面積比：γSMGA=16A2Sa
2/(49π4β4M0

2)

ここで、A=9.84×1010×(M0×107)1/3,

Sa=1.25×10-16×(M0×107)2/3

（笹谷・他(2006)）
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第532回
資料1-1 p.8一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：強震動予測レシピ(2017)）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



強震動生成域の面積比 ：S/SSMGA=16A*2Sa
*2/(49π4β4M0

2)
ここで、A*=9.84×1010×(M0×107)1/3, Sa

*=1.25×10-16×(M0×107)2/3

強震動生成域の面積比

地震規模
地震モーメント
短周期レベル

：Mj（地震規模に関する検討結果から設定）
：M0（2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)のM0 =4.6×1018Nm）の320.5倍）
：A=0.5×(9.84×1010×(M0 ×107)1/3)

地震規模・地震モーメント・短周期レベル

新井・他(2015)による断層パラメータの設定フロー

断層面積
平均応力降下量

：S=7π2β2M0/(4A(SSMGA/S)0.5)

：Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5

断層面積・平均応力降下量

強震動生成域の面積
強震動生成域の応力降下量

：SSMGA=π(4β2SΔσ/A)2

：ΔσSMGA=A/(4πβ2(SSMGA/π)0.5)

強震動生成域の面積・応力降下量

新井・他(2015)では強震動生成域をアスペリティとし、その面積をSaと記載しているが、
ここでは強震動生成域とし、SSMGAと記載している。
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資料1-1 p.9一部修正
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＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：新井・他(2015) ）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



強震動生成域の面積比 ：γSMGA=16A2Sa
2/(49π4β4M0

2)

ここで、A=9.84×1010×(M0×107)1/3, Sa=1.25×10-16×(M0×107)2/3（笹谷・他(2006)）

強震動生成域の面積比

背景領域の地震モーメント
背景領域の面積
背景領域の平均すべり量
背景領域の実効応力

：M0back=M0-M0SMGA

：Sback=S-SSMGA

：Dback=M0back/(μSback)

：σback=(Dback/Wback)/(DSMGA/WSMGA)・σSMGA

背景領域のパラメータの設定

地震規模
地震モーメント
短周期レベル

：Mj（地震規模に関する検討結果から設定）
：M0（2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)のM0=4.6×1018Nm）の320.5倍）
：A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

地震規模・地震モーメント・短周期レベル

強震動予測レシピ(2017)による断層パラメータの設定フロー（ケース①）

断層面積
平均すべり量
平均応力降下量

：S=7π2β2M0/(4AγSMGA
0.5), ここで、A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

：D=M0/(μS)

：Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5

断層面積・平均すべり量・平均応力降下量

強震動生成域の面積
強震動生成域の平均すべり量
強震動生成域の地震モーメント
強震動生成域の応力降下量

：SSMGA=γSMGA×S

：DSMGA=ξ×D, ξ=2.0

：M0SMGA=μDSMGASSMGA

：ΔσSMGA=(S/SSMGA)・Δσ

強震動生成域の面積・平均すべり量・地震モーメント・応力降下量
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第532回
資料1-1 p.10一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：強震動予測レシピ(2017)）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



強震動生成域の面積比 ：γSMGA=16A2Sa
2/(49π4β4M0

2)

ここで、A=1.13×1011×(M0×107)1/3, Sa=1.71×10-16×(M0×107)2/3（壇・他(2006)）

強震動生成域の面積比

背景領域の地震モーメント
背景領域の面積
背景領域の平均すべり量
背景領域の実効応力

：M0back=M0-M0SMGA

：Sback=S-SSMGA

：Dback=M0back/(μSback)

：σback=(Dback/Wback)/(DSMGA/WSMGA)・σSMGA

背景領域のパラメータの設定

地震規模
地震モーメント
短周期レベル

：Mj（地震規模に関する検討結果から設定）
：M0（2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)のM0=4.6×1018Nm）の320.5倍）
：A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

地震規模・地震モーメント・短周期レベル

強震動予測レシピ(2017)による断層パラメータの設定フロー（ケース②）

断層面積
平均すべり量
平均応力降下量

：S=7π2β2M0/(4AγSMGA
0.5), ここで、A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

：D=M0/(μS)

：Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5

断層面積・平均すべり量・平均応力降下量

強震動生成域の面積
強震動生成域の平均すべり量
強震動生成域の地震モーメント
強震動生成域の応力降下量

：SSMGA=γSMGA×S

：DSMGA=ξ×D, ξ=2.0

：M0SMGA=μDSMGASSMGA

：ΔσSMGA=(S/SSMGA)・Δσ

強震動生成域の面積・平均すべり量・地震モーメント・応力降下量
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第532回
資料1-1 p.11一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：強震動予測レシピ(2017)）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



基本震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）

（M7.0）

新井・他(2015) に
基づく震源モデル
（M7.0）

強震動予測レシピ(2017)に基づく
震源モデル（M7.0）

ケース① ケース②

巨
視
的
断
層

パ
ラ
メ
ー
タ

地震規模Mj 7.0 7.0 7.0 7.0

断層長さ(km) 29.0 27.6 27.6 22.1

断層幅(km) 19.3 18.4 18.4 14.7

断層面積(km2) 559.8 509.2 509.2 324.2

地震モーメント(Nm) 2.60×1019 2.60×1019 2.60×1019 2.60×1019

微
視
的
断
層

パ
ラ
メ
ー
タ

短周期レベル(Nm/s2) 3.71×1019 3.14×1019 3.14×1019 3.14×1019

強震動生成域の応力降下量(MPa) 30.71 27.57 27.57 22.0

強震動生成域の面積(km2) 114.3 101.9 101.9 160.1

強震動生成域の面積比(ｰ) 0.20 0.20 0.20 0.49

強震動生成域の地震モーメント(Nm) 1.06×1019 1.04×1019※ 1.04×1019 2.57×1019

○新井・他(2015)に基づく震源モデルについて、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層パラメータと概ね整合しており、地震動評価へ
の影響が大きい短周期レベルは、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の方がやや保守的な設定となっている。

○強震動予測レシピ(2017)に基づく震源モデルについて、ケース①は新井・他(2015)と同様である。ケース②は強震動生成域の面積比の算出方法が異なるこ
とで、強震動生成域の面積が大きくなり（SMGA面積比0.49）、強震動生成域の応力降下量が小さくなっている。
ケース①、②とも地震動評価への影響が大きい短周期レベルは同じであり、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の方がやや保守的な設
定となっている。

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（M7.0）、新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)に基づく震源モデル（M7.0）の断層パラメータの比較＞

468※M0SMGA=μDSMGASSMGAで算出

基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)に基づく震源モデルを比較することで、
基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の断層パラメータの設定方法（スケーリング則に基づき2009年駿河湾の地震の震源
特性を反映）の妥当性を確認した。

第532回
資料1-1 p.12一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：断層パラメータの比較）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .
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基本震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）

（M7.0）

強震動予測レシピ(2017) に基づく震源モデル
（ケース①、②）（M7.0）

巨
視
的
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ

地震規模Mj ①地震規模に関する検討結果から設定 ①地震規模に関する検討結果から設定

断層面積(km2) ⑥S=M0/(μD)
⑤S=7π2β2M0/(4AγSMGA), 

ここで、A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Nm)
②2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)の
M0=4.6×1018Nm）の320.5倍

②2009年駿河湾の地震（本震）（鈴木・他(2009)の
M0=4.6×1018Nm）の320.5倍

平均すべり量(m) ⑤D=DSMGA/γD, γD=2.0 ⑥D=M0/(μS)

平均応力降下量 ⑦Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5 ⑥Δσ=(7/16)・M0/(S/π)1.5

微
視
的
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ

短周期レベル(Nm/s2)
③2009年駿河湾の地震（本震）のM0-A関係による
（AはM0

1/3に比例）
③A=0.5×(9.84×1010×(M0×107)1/3)

（笹谷・他(2006)の0.5倍）

強震動生成域の応力降下量(MPa)
④ΔσSMGA=A/(4πrSMAGβ2), 

rSMGA=(SSMGA/π)0.5 ⑨ΔσSMGA=(S/SSMGA)・Δσ

強震動生成域の面積(km2)
③2009年駿河湾の地震（本震）のM0-SSMGA関係及び
スケーリング則による（SSMGAはM0

2/3に比例）
⑦SSMGA=γSMGA×S

強震動生成域の面積比(ｰ) SSMGA/S

④γSMGA=16A2Sa
2/(49π4β4M0

2)

ここで、A及びSaは、笹谷・他(2006)又は壇・他(2006)

のM0-S関係式及びM0-Sa関係式に基づく。

強震動生成域の地震ﾓｰﾒﾝﾄ (Nm)
③2009年駿河湾の地震（本震）のM0-M0SMGA関係及
びスケーリング則による（M0SMGAはM0に比例）

⑩M0SMGA=μDSMGASSMGA

強震動生成域の平均すべり量(m) ④DSMGA=M0SMGA/(μSSMGA) ⑧DSMGA=ξ×D, ξ=2.0

469

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と強震動予測レシピ(2017)に基づく震源モデルのパラメータ設定方法の比較＞

第532回
資料1-1 p.13一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

震源断層パラメータの設定（新井・他(2015)及び強震動予測レシピ(2017)との比較による妥当性の確認）
（スラブ内地震の断層パラメータの設定方法に関する知見：断層パラメータ設定方法の比較）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。



（検討方針）

○前述のとおり、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）は、断層位置、強震動生成域の位置及び破
壊開始点の不確かさを予め考慮している。また、複数設定した破壊開始点のうち破壊開始点2から破壊するケースでは、
強震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、ほぼ同時に敷地に到達する。このため、基本震源モ
デル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）は、敷地への影響が大きい設定になっていると考えられる。
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○以降では、震源断層の位置や２つの強震動生成域の面積比を変えた複数のモデル（以下、「ケーススタディモデル」と
いう。）を設定し、統計的グリーン関数法による地震動評価を行い、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮し
ない）との比較を行うことで、基本震源モデルの代表性を確認する。

【基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を元に、ケーススタディモデル①～⑤を設定】
ケーススタディモデル①：２つの強震動生成域の地震波が敷地に同時に到達するよう震源断層を配置したモデル
ケーススタディモデル②：２つの強震動生成域の地震波が敷地に同時に到達するよう震源断層を配置したモデル
ケーススタディモデル③：強震動生成域の面積比を１:１として、２つの強震動生成域の地震波が敷地に同時に到

達するよう震源断層を配置したモデル
ケーススタディモデル④：強震動生成域１に対する等価震源距離が最短となるよう震源断層を配置したモデル
ケーススタディモデル⑤：強震動生成域１の南端中央に敷地が位置するよう震源断層を配置したモデル

（地震動の顕著な増幅を考慮する地震動評価に用いるモデル（後述参照））

第532回
資料1-1 p.30一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（検討方針）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・下段箱書き「（第482回審査会合審査資料における妥当性確認モデル）」を削除。



（ケーススタディモデル④）

★

●断層原点

破壊開始点

浜岡原子力発電所■
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★

●断層原点

破壊開始点

浜岡原子力発電所■

（ケーススタディモデル①） （ケーススタディモデル③）

（ケーススタディモデル⑤）

（基本震源モデル（地震動の顕著な
増幅を考慮しない））

強震動生成域の面積比2:1

（ケーススタディモデル②）

★

●断層原点

破壊開始点

浜岡原子力発電所■

★

●断層原点

破壊開始点

浜岡原子力発電所■

★

●断層原点

破壊開始点

浜岡原子力発電所■

強震動生成域の面積比1:1

ケーススタディモデル

強震動生成域の面積比2:1

強震動生成域の面積比2:1 強震動生成域の面積比2:1

第532回
資料1-1 p.31一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル）

震源断層原点

震源断層
原点

震源断層
原点

震源断層原点

震源断層
原点

震源断層
原点
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○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）
（破壊開始点2）から破壊するケースでは、強震動生成域
1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、ほぼ同時
に敷地に到達する。

破壊開始点2

＜加速度時刻歴波形（破壊開始点2）＞

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼▼ ▼▼ ▼▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動生成域1

強震動生成域2

強震動
生成域2 強震動

生成域1

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 472

（基本震源モデル）

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.32一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない））
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○ケーススタディモデル①の地震動評価結果によると、強
震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの
地震波は、同時に敷地に到達する。

全体

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

破壊開始点

＜アイソクロン（水平動）＞

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2 強震動

生成域1

強震動生成域1

強震動生成域2
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＜ケーススタディモデル①の加速度時刻歴波形＞

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.33一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル①）

・箱書き「（（第482回審査会合資料２－１における妥当性確認モデル） 」を削除。
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10 11 12 13 14

時間(s)

SMGA1

SMGA2

○ケーススタディケース②の地震動評価結果によると、強
震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの
地震波は、同時に敷地に到達する。

破壊開始点

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼
▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動
生成域2 強震動

生成域1

強震動生成域1

強震動生成域2

（ケーススタディモデル②）
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＜ケーススタディモデル②の加速度時刻歴波形＞

▼
▼

▼
▼

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.34再掲

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル②）
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○ケーススタディモデル③の地震動評価結果によると、強
震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの
地震波は、同時に敷地に到達する。

破壊開始点

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼
▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動
生成域2

強震動
生成域1

強震動生成域1

強震動生成域2

（ケーススタディモデル③）
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＜ケーススタディモデル③の加速度時刻歴波形＞

▼
▼

▼
▼

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.35再掲

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル③）
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○ケーススタディモデル④の地震動評価結果によると、強
震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの
地震波は、ほぼ同時に敷地に到達する。

破壊開始点

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動
生成域2 強震動

生成域1

強震動生成域1

強震動生成域2

（ケーススタディモデル④）
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＜ケーススタディモデル④の加速度時刻歴波形＞

▼▼ ▼▼

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.36再掲

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル④）



-457 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

All_NS

-429 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

All_EW

-220 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA1_UD

-289 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA2_NS

-235 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA2_EW

-154 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA2_UD

-268 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

All_UD

-425 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA1_NS

-365 

-1000

-500

0

500

1000

0 10 20 30 40

加
速
度

(c
m

/s
2
)

時間(s)

SMGA1_EW

10 11 12 13 14

時間(s)

SMGA1

SMGA2

○ケーススタディモデル⑤の地震動評価結果によると、強
震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの
地震波は、ほぼ同時に敷地に到達する。

破壊開始点

全体

＜アイソクロン（水平動）＞

▼▼

▼敷地

23km

地表

▼：強震動生成域1からの地震波の敷地への到達 ▼：強震動生成域2からの敷地への地震波の到達

強震動
生成域2 強震動

生成域1

強震動生成域1

強震動生成域2

（ケーススタディモデル⑤）
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＜ケーススタディモデル⑤の加速度時刻歴波形＞

▼▼ ▼▼

＜各強震動生成域からの地震波の重なり＞

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.37再掲

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（ケーススタディモデル⑤）
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（擬似速度平均応答スペクトルの比較）

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）とケーススタディモデル①～⑤の擬似速度平均応答スペクトルの比較（統計的グリーン関数法）＞

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点2）とケーススタディモデル①～⑤の統計的グリーン
関数法による地震動評価結果（擬似速度平均応答スペクトル）の比較によると、基本震源モデル（地震動の顕著な増
幅を考慮しない）（破壊開始点2）の地震動レベルはケーススタディモデル①～⑤と同程度となっている。

（NS， EW） （UD）

第532回
資料1-1 p.38一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（擬似速度平均応答スペクトルの比較）
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（加速度平均応答スペクトルの比較）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点2）とケーススタディモデル①～⑤の統計的グリーン
関数法による地震動評価結果（加速度平均応答スペクトル）の比較によると、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を
考慮しない）（破壊開始点2）の地震動レベルはケーススタディモデル①～⑤と同程度となっている。

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）とケーススタディモデルモデル①～⑤の加速度平均応答スペクトルの比較（統計的グリーン関数法）＞

第532回
資料1-1 p.39一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（加速度平均応答スペクトルの比較）



＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）及びケーススタディモデル①～⑤の加速度平均応答スペクトルと４号炉主要施設の固有周期との関係＞
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○以上の検討から、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の地震動レベルは、ケーススタディモデル①～⑤の地震動レベルと同程度で
あることから、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の代表性に支障がないことを確認した。

○ただし、ケーススタディモデル①※については、４号炉主要施設の固有周期において、周期0.1～0.2秒付近にピークが見られることを踏まえ、強震動生
成域1と強震動生成域2の地震波が敷地に同時に到達するよう断層位置を配置した当該モデルを断層位置の不確かさを考慮した震源モデルとし、基
本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と同様の各不確かさを考慮して地震動評価を行い、基準地震動Ssの策定に反映する。
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第532回
資料1-1 p.40一部修正

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . ・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・「※第482回審査会合資料２－１の妥当性確認モデルに該当」を削除。

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層位置及び強震動生成域の面積比に関するケーススタディ
（主要施設の固有周期との関係）



45°

A

A’

基本震源モデル
（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）
・走向220°
・傾斜角45°

反対方向に
傾斜したケース
・走向220°
・傾斜角135°

基本震源モデル
（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）

の断層面

反対方向に
傾斜したケースの

断層面

A A’
浜岡原子力発電所

▼

135°

断層面を反対方向に傾斜したケース 断層面の走向を変えたケース

浜岡原子力発電所の位置を中心として、基本震
源モデルの断層面を15°毎回転させたケース（走
向を15°毎変えたケース）を対象とする。

（例）走向を+15°変えたケース
・走向235°
・傾斜角45°

基本震源モデル
（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）

（例）走向を+30°変えたケース
・走向250°
・傾斜角45°

○基本震源モデル（地震動の
顕著な増幅を考慮しない）
に対して、「断層面を反対方
向に傾斜したケース」、「断層
面の走向を変えたケース」を
設定して地震動評価（統計
的グリーン関数法と波数積
分法のハイブリッド合成法）
を行い、基本震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考
慮しない）の地震動評価結
果と比較・検討する。
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第532回
資料1-3 p.1一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（検討概要）

基本震源モデル
（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

震源

震源

震源



＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面を反対方向に傾斜したケース」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞
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○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面を反対方向に傾斜したケース」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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第532回
資料1-3 p.2一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の傾斜方向の影響検討）

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+15°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+15°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。
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第532回
資料1-3 p.3一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+15° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+30°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+30°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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第532回
資料1-3 p.4一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+30° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+45°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+45°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.5一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+45° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+60°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+60°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.6一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+60° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+75°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+75°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.7一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+75° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+90°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+90°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.8一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+90° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+105°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+105°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.9一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+105° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+120°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+120°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.10一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+120° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+135°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+135°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.11一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+135° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+150°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+150°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.12一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+150° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+165°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+165°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.13一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+165° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+180°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+180°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.14一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+180° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+195°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+195°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.15一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+195° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+210°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+210°ケース-rup1_UD
走向+210°ケース-rup2_UD
走向+210°ケース-rup3_UD
基本震源モデル-rup1_UD
基本震源モデル-rup2_UD
基本震源モデル-rup3_UD

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+210°ケース-rup1_EW
走向+210°ケース-rup2_EW
走向+210°ケース-rup3_EW
基本震源モデル-rup1_EW
基本震源モデル-rup2_EW
基本震源モデル-rup3_EW

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+210°ケース-rup1_NS
走向+210°ケース-rup2_NS
走向+210°ケース-rup3_NS
基本震源モデル-rup1_NS
基本震源モデル-rup2_NS
基本震源モデル-rup3_NS

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+210°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 496

第532回
資料1-3 p.16一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+210° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+225°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+225°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.17一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+225° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



（走向：基本震源モデル+240°）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+240°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+240°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.18一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+240° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+255°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+255°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.19一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+255° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



（走向：基本震源モデル °）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+270°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+270°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.20一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+270° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+285°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+285°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.21一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+285° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



（走向：基本震源モデル °）

○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+300°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+300°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.22一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+300° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+315°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+315°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.23一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+315° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+330°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。
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＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+330°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.24一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+330° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+345°） 」の地震動評価結果を
比較した結果、同程度になっている。

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+345°ケース-rup1_UD
走向+345°ケース-rup2_UD
走向+345°ケース-rup3_UD
基本震源モデル-rup1_UD
基本震源モデル-rup2_UD
基本震源モデル-rup3_UD

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+345°ケース-rup1_EW
走向+345°ケース-rup2_EW
走向+345°ケース-rup3_EW
基本震源モデル-rup1_EW
基本震源モデル-rup2_EW
基本震源モデル-rup3_EW

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

走向+345°ケース-rup1_NS
走向+345°ケース-rup2_NS
走向+345°ケース-rup3_NS
基本震源モデル-rup1_NS
基本震源モデル-rup2_NS
基本震源モデル-rup3_NS

周期(s)

速
度

(c
m

/
s)

20

h=0.05

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）と「断層面の走向を変えたケース（+345°）」の地震動評価結果の比較（応答スペクトル）（破壊開始点1～3）＞

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第532回
資料1-3 p.25一部修正

＜補足説明資料④-29 海洋プレート内地震の基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の各震源断層パラメータの設定（補足）＞

断層面の傾斜方向・走向の影響検討
（断層面の走向の影響検討（走向：基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）+345° ））

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

・統計的グリーン関数法と波数積分法のハイブリッド合成法。
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補足説明資料④-30

海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の
強震動生成域から敷地に到達する地震波の重なりの確認
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破壊開始点

（アイソクロン（水平動））

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2

強震動
生成域1

破壊開始点

（アイソクロン（水平動））

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2 強震動

生成域1

○断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）及びこの震源モデルに基づき不確かさを考慮した各震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）について、強震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、同時に敷地に到達する。

＜断層位置の不確かさを考慮した震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（各強震動生成域からの地震波の重なり）

＜短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル
（断層位置の不確かさを考慮した震源モデルに基づく）

（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（各強震動生成域からの地震波の重なり）

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.52一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-30 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域から敷地に
到達する地震波の重なりの確認＞

断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）に基づく



10 11 12 13 14

時間(s)

SMGA1

SMGA2

9 10 11 12 13 14

時間(s)

SMGA1

SMGA2
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（各強震動生成域からの地震波の重なり）

＜断層傾斜角の不確かさ（90°）を考慮した震源モデル
（断層位置の不確かさを考慮した震源モデルに基づく）

（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（各強震動生成域からの地震波の重なり）
＜断層傾斜角の不確かさ（20°）を考慮した震源モデル
（断層位置の不確かさを考慮した震源モデルに基づく）

（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（アイソクロン（水平動））

破壊開始点

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2 強震動

生成域1

破壊開始点

（アイソクロン（水平動））

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2

強震動
生成域1

○断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）に基づき不確かさを考慮した各震源モデル（地震動の
顕著な増幅を考慮しない）について、強震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、同時に敷地に到達する。

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.53一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-30 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域から敷地に
到達する地震波の重なりの確認＞

断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）に基づく



8 9 10 11 12

時間(s)

SMGA1

SMGA2

13 14 15 16 17 18 19

時間(s)

SMGA1

SMGA2
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（各強震動生成域からの地震波の重なり）

＜震源深さの不確かさを考慮した震源モデル
（断層位置の不確かさを考慮した震源モデルに基づく）

（地震動の顕著な増幅を考慮しない） ＞

（各強震動生成域からの地震波の重なり）

（アイソクロン（水平動））（アイソクロン（水平動））

＜地震規模の不確かさを考慮した震源モデル
（断層位置の不確かさを考慮した震源モデルに基づく）

（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

破壊開始点

▼敷地

23km

地表

強震動
生成域2 強震動

生成域1

破壊開始点

▼敷地

13.8km

地表

強震動
生成域2 強震動

生成域1

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

：強震動生成域1からの地震波が敷地へ到達している時間
：強震動生成域2からの地震波が敷地へ到達している時間

第532回
資料1-1 p.54一部修正

＜補足説明資料④-30 海洋プレート内地震の震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の強震動生成域から敷地に
到達する地震波の重なりの確認＞

断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）に基づく

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

○断層位置の不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）に基づき不確かさを考慮した各震源モデル（地震動の
顕著な増幅を考慮しない）について、強震動生成域1からの地震波と強震動生成域2からの地震波は、同時に敷地に到達する。
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補足説明資料④-31

海洋プレート内地震の破壊伝播速度の影響検討



○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の破壊伝播速度Vrは、2009年駿河湾の地震（本震）の観測記録のシ
ミュレーション解析（特性化震源モデル）に基づき、3.4km/sとして設定しており、S波速度β（3.99km/s）に対するVrの比率
（Vr/β）は0.85である。

○一方、日本周辺で発生したスラブ内地震（特性化震源モデル）のVr/βを調査・整理した結果、平均は0.73（標準偏差0.04）と
なった。

⇒当社の地震動評価で用いる設定値Vr/β=0.85に比べ、上記整理による平均値Vr/β=0.73は小さく、その影響は当社設定値で代表
できると考えられるが、念のため、基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を対象として、Vr/β=0.73とした場合の地震
動評価を行い、当社設定値の代表性を確認する。

平均0.73、標準偏差0.04

地震名 MW

Vr / β
出典

地震別 文献別

（１）フィリピン海プレートで発生した地震（平均0.75）

2009年駿河湾 6.2 0.78 

0.85 当社モデル

0.89 浅野・岩田 (2010)

0.60 佐藤 (2010)

2001年芸予 6.7 0.72 0.72 Matsuzaki et al.(2010)

（２）太平洋プレートで発生した地震（平均0.73）

1993年釧路沖 7.6 0.78 0.78 Morikawa and Sasatani (2004)

1993年北海道東方沖 8.2 0.72 0.72 Morikawa and Sasatani (2004)

2003年宮城県沖 7.0 0.70 0.70 浅野・他 (2004)

2011年宮城県沖 7.1 0.71 0.71 Harada et al.(2012)

0.40 

0.50 

0.60 

0.70 

0.80 

0.90 

1.00 

V
r/
β

0.69（平均-1σ）

0.73（平均）

0.77（平均+1σ）

＜スラブ内地震のVr/β＞
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第253回
資料2-1 p.71一部修正＜補足説明資料④-31 海洋プレート内地震の破壊伝播速度の影響検討＞

海洋プレート内地震の破壊伝播速度の文献調査

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
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○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を対象として、破壊伝播速度がVr/β=0.85（当社の地震動評
価）の場合とVr/β=0.73（平均値）の場合の統計的グリーン関数法による地震動評価を行った結果、短周期では同
程度、長周期（１秒付近以降）ではややVr/β=0.85の方が大きく、当社の地震動評価で用いる設定値Vr/β=0.85の
代表性を確認した。
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第253回
資料2-1 p.72一部修正＜補足説明資料④-31 海洋プレート内地震の破壊伝播速度の影響検討＞

地震動評価結果

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜各破壊伝播速度の地震動評価結果の比較（平均応答スペクトル）＞
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点1））

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を対象として、破壊伝播速度がVr/β=0.85（当社の地震動評
価）の場合とVr/β=0.73（平均値）の場合の統計的グリーン関数法による地震動評価を行った結果、短周期では同
程度、長周期（１秒付近以降）ではややVr/β=0.85の方が大きく、当社の地震動評価で用いる設定値Vr/β=0.85の
代表性を確認した。
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第253回
資料2-1 p.73一部修正

・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-31 海洋プレート内地震の破壊伝播速度の影響検討＞

地震動評価結果

＜各破壊伝播速度の地震動評価結果の比較（平均応答スペクトル）＞
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点2））

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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○基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を対象として、破壊伝播速度がVr/β=0.85（当社の地震動評
価）の場合とVr/β=0.73（平均値）の場合の統計的グリーン関数法による地震動評価を行った結果、短周期では同
程度、長周期（１秒付近以降）ではややVr/β=0.85の方が大きく、当社の地震動評価で用いる設定値Vr/β=0.85の
代表性を確認した。

＜各破壊伝播速度の地震動評価結果の比較（平均応答スペクトル）＞
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点3））

（NS方向） （EW方向） （UD方向）
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第253回
資料2-1 p.74一部修正＜補足説明資料④-31 海洋プレート内地震の破壊伝播速度の影響検討＞

地震動評価結果
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補足説明資料④-32
海洋プレート内地震の短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な
増幅を考慮しない）の応答スペクトルに基づく地震動評価で用いる距離減衰式



距離減衰式

データベース諸元 距離減衰式の特徴

地震タイプ Mwの範囲
断層最短距離
の範囲

入力パラメータ 特徴

Kanno et al.(2006)

内陸地震
プレート間地震
海洋プレート内地震

5.5～8.2 500km以内
Mw、Xsh、D

（Xsh：断層最短距離）
（D：震源深さ）

・震源深さ30km以上と30km以
下で式が分かれる。

Zhao et al.(2006) 同上 5.0～8.3 300km以内 同上
・内陸地震、プレート間地震、海
洋プレート内地震で式が分かれ
る。

内山・翠川 (2006) 同上 5.5～8.3 300km以内 同上
・震源深さ30km以上と30km以
下で式が分かれる。

片岡・他 (2006) 同上 4.9～8.2 250km以内

Mw、Xsh、D

or

Mw、Xsh、A

（A：短周期レベル）

・内陸地震、海溝性地震で式が
分かれる。
・上記３つの距離減衰式と同様、
震源深さを入力パラメータとする
式の他、短周期レベルを入力パ
ラメータとする式もある。

○短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）については、沈み込んだ深い海洋プレート内地震の震
源特性を反映しており、この震源特性を反映するための観測記録（補正係数）は得られていないため、断層モデルを用いた手法による地震動
評価を重視することとするが、参考として、Noda et al.(2002)の方法とは異なる、その他の距離減衰式を用いた地震動評価を行う。

○データベースに海洋プレート内地震が含まれる４つの距離減衰式（下表参照）を用いて地震動評価を行い、断層モデルを用いた手法による
地震動評価結果との比較・検討を行う。

＜補足説明資料④-32 海洋プレート内地震の短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）
の応答スペクトルに基づく地震動評価で用いる距離減衰式＞

Noda et al.(2002)以外の距離減衰式

第253回
資料2-1 p.91一部修正

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 516・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。
・箱書き「前述のとおり、」を削除。
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＜応答スペクトルに基づく地震動評価結果（Noda et al.(2002)以外の距離減衰式）＞
（短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない））

○各距離減衰式と断層モデルを用いた手法による地震動評価結果を比較すると、短周期レベルを考慮した片岡・他(2006) が
断層モデルを用いた手法に最も近い結果となった。

⇒短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）の地震動評価（応答スペクトル
法）においては、参考として、短周期レベルを考慮した片岡・他(2006)による距離減衰式を用いることとする。

水平動

第253回
資料2-1 p.92一部修正

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d . 517・下線（ ）は、一部修正箇所を示す。

＜補足説明資料④-32 海洋プレート内地震の短周期レベルの不確かさを考慮した震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）
の応答スペクトルに基づく地震動評価で用いる距離減衰式＞

応答スペクトルに基づく地震動評価結果（Noda et al.(2002)以外の距離減衰式）
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補足説明資料④-33
海洋プレート内地震の統計的グリーン関数法と経験的グリーン関数法の地震動評価結果の
比較



○断層モデルを用いた手法による地震動評価には、
一次元地下構造モデルの妥当性を確認した統
計的グリーン関数法（長周期は波数積分法の
ハイブリッド合成法）を用いることとし、当該評価
手法の代表性を確認するため、基本震源モデル
（地震動の顕著な増幅を考慮しない）を対象と
して、経験的グリーン関数法（長周期は波数積
分法のハイブリッド合成法）による地震動評価結
果との比較・検討を行う。

＜基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）＞

（地表面投影図）

発生日時 Mj 地震モーメント 応力降下量

2009.8.11  18:09 4.4 2.08×1015Nm 2.9 MPa

＜要素地震（余震①）＞

 

アスペリティ１

アスペリティ２

余震１

余震３

・経験的グリーン関数法に用いる要素地震には、2009年駿河湾の
地震の観測シミュレーションで敷地に対して支配的であった余震①
（3G1観測記録）を用いる。
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＜補足説明資料④-33 海洋プレート内地震の統計的グリーン関数法と経験的グリーン関数法の地震動評価結果の比較＞

検討概要
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震源断層原点



○統計的グリーン関数法と経験的グリーン関数法による地震動評価結果を比較した結果、短周期領域においては、統計的グリーン
関数法の方がやや大きくなっているものの、概ね同程度であり、統計的グリーン関数法で地震動評価を行うことの代表性を確認した。
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＜統計的グリーン関数法と経験的グリーン関数法の比較（応答スペクトル）＞
（基本震源モデル（地震動の顕著な増幅を考慮しない）（破壊開始点1～3））

（NS方向） （EW方向） （UD方向）

・統計的、経験的グリーン関数とも、長周期に波数積分法を用いたハイブリッド合成法とする。

＜補足説明資料④-33 海洋プレート内地震の統計的グリーン関数法と経験的グリーン関数法の地震動評価結果の比較＞

地震動評価結果の比較
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